
 

 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

      

 





                     

令和３年度事業報告 
 

法人運営・総務関係 

１．理事会・運営調整委員会等の開催 

開 催 日 内     容 場 所 出席者 

 

正副 

 会長会 

3.5.28 

（第１回） 

案 件 

第 1号 人事・総務関係について 

第２号 令和２年度事業報告・決算について 

第３号 令和３年６月度役員改選について 

第４号 令和３年６月度開催理事会・評議員会の案件に

ついて 

第５号 令和３年度の新規受託事業の進捗状況について 

第６号 新型コロナウイルス感染症に伴う福祉支援活動

について 

 

社協 

会議室 

 

正副会長 

４名 

業務執行 

理事  

１名 

 

理事会 

3.6.9 

（第１回） 

案 件 

第 1号 職務執行状況の報告について 

第２号 令和２年度事業報告(案)について 

第３号 令和２年度決算報告(案)について 

第４号 理事・監事候補者の選任について 

第５号 評議員候補者の選任・解任について 

第６号 評議員選任・解任委員の選任・解任について 

第７号 令和３年度第１回評議員会の招集事項について 

報 告 

第１号 専決処分の報告（令和２年度）について 

第２号 専決処分の報告（令和３年度）について 

第３号 地域福祉事業の進捗状況について 

第４号 新型コロナウイルス感染症に伴う取組状況につ

いて 

その他 

 

市役所 

別館 3階 

会議室 

311 

 

理事 

１４名 

監事 

  ２名 

 

理事会 

3.6.24 

（第２回） 

案 件 

第 1号 会長、副会長及び業務執行理事の選任について 

報 告 

第１号 高石市社会福祉協議会の活動状況について 

その他 

 

 

市役所 

別館 3階 

会議室 

  312 

 

理事 

１６名 

監事 

  ２名 



                     

開 催 日 内     容 場 所 出席者 

 

正副 

 会長会 

3.8.30 

（第２回） 

案 件 

第 1号 補正予算について 

第２号 賛助会員加入促進事業の実施について 

第３号 孤立ゼロプロジェクト事業の進捗状況について

第４号 新型コロナウイルス感染症に伴う福祉支援活動

について 

第５号 事業活動の見直しについて 

第６号 赤い羽根共同募金運動について 

第７号 令和３年９月度開催 理事会の案件について 

 

社協 

会議室 

 

正副会長  

４名 

業務執行 

理事 

 １名 

 

理事会 

3.9.13 

（第３回） 

案 件 

第１号 職務執行状況の報告について 

第２号 訪問介護事業の廃止について 

報 告 

第１号 専決処分の報告について 

第２号 孤立ゼロプロジェクト事業の進捗状況について 

第３号 新型コロナウイルス感染症に伴う取組状況について 

その他 

 

市役所 

別館 1階 

会議室 

113  

 

 

理事 

１４名 

監事 

  ２名 

 

正副 

 会長会 

3.11.17 

(第３回） 

案 件 

第 1 号 生活困窮者一時生活支援事業の受託(新規事業)

について 

第２号 補正予算について 

第３号 高石市社会福祉協議会定款の一部改正について 

第４号 高石市社会福祉協議会経理規程の一部改正につ

いて 

第５号 総務・人事関係について 

第６号 孤立ゼロプロジェクト事業の進捗状況について 

第７号 新型コロナウイルス感染症に伴う取組状況につ

いて 

第８号 理事会・評議員会の案件について 

 

社協 

会議室 

 

正副会長  

４名 

業務執行 

理事 

 １名 

 

理事会 

3.11.30 

（第４回） 

 

案 件 

第１号 生活困窮者一時生活支援事業の受託(新規事業)

について 

第２号 補正予算について  

第３号 高石市社会福祉協議会定款の一部改正について 

第４号 高石市社会福祉協議会経理規程の一部改正につ

いて 

第５号 令和３年度第２回評議員会の招集事項について 

報 告 

第１号 孤立ゼロプロジェクト事業の進捗状況について

第２号 新型コロナウイルス感染症に伴う取組状況につ

いて 

その他 

 

市役所 

別館 3階 

会議室 

311  

 

 

理事 

１３名 

監事 

  ２名 



                     

開 催 日 内     容 場 所 出席者 

 

正副 

会長会

4.1.6 

(第４回） 

 

案 件 

第１号 総務・人事関係について 

第２号 令和３年度賛助会員・会費状況について 

第３号 令和４年度事業計画・予算について 

第４号 第１５回たかいしボランティア・市民活動フェ

スティバルの開催について 

 

社協 

会議室 

 

正副会長  

３名 

業務執行 

理事 

 １名 

 

理事会 

4.1.24 

（第５回） 

 

案 件 

第１号 職務執行状況の報告について 

第２号 高石市社会福祉協議会事務局に関する規則の一

部改正について  

第３号 高石市社会福祉協議会正規職員の給与に関する

規程の一部改正について 

第４号 高石市社会福祉協議会職員の育児・介護休業等

に関する規則の一部改正について 

第５号 高石市社会福祉協議会非常勤登録職員就業規則

の一部改正について 

第６号 高石市社会福祉協議会非常勤職員就業規則の一

部改正について 

報 告 

第１号 専決処分の報告について 

第２号 令和３年度賛助会員・会費状況について 

その他 

 

書面によ

る決議  

 

 

理事総数

１７名 

賛成 

１７名 

反対 

  ０名 

 

正副 

会長会

4.3.1 

(第５回） 

案 件 

第１号 人事・総務関係について 

第２号 令和４年度事業計画・予算について 

第３号 老人福祉センター(瑞松苑)の移転統合について 

第４号 第１５回たかいしボランティア・市民活動フェ

スティバル事業について 

第５号 令和４年３月度開催理事会・評議員会の案件について 

 

社協 

会議室 

 

正副会長  

４名 

業務執行 

理事 

 １名 

 

理事会 

4.3.14 

(第６回） 

案 件 

第１号 職務執行状況の報告について 

第２号 役員等賠償責任保険の加入について 

第３号 令和４年度事業計画（案）について 

第４号 令和４年度予算（案）について 

第５号 令和３年度第３回評議員会の招集事項について 

報 告 

第１号 高石市立老人福祉センター（瑞松苑）の移転統

合について 

その他 

 

市役所 

別館 3階 

多目的ホ

ール  

 

 

理事 

１２名 

監事   

１名 



                     

２．評議員会の開催 

開 催 日 内        容 場 所 出席者 

 

評議員会

3.6.24 

(第１回) 

 

議 案 

第 1号 専決処分の報告（令和２年度）について 

第２号 令和２年度事業報告について 

第３号 令和２年度決算報告について 

第４号 理事・監事の選任について 

第５号 専決処分の報告（令和３年度）について 

報 告 

第１号 地域福祉事業の進捗状況について 

第２号 新型コロナウイルス感染症に伴う取組状況

について 

その他 

 

市役所 

別館 1階 

会議室 113 

 

評議員     

２６名 

理事 

  ５名 

 

 

評議員会

3.12.16 

(第２回) 

議 案 

第１号 専決処分の報告について 

第２号 生活困窮者一時生活支援事業の受託（新規

事業）について 

第３号 訪問介護事業の廃止について 

第４号 補正予算について 

第５号 高石市社会福祉協議会 定款の一部改正に

ついて 

報 告 

第１号 孤立ゼロプロジェクト事業の進捗状況につ

いて 

第２号 新型コロナウイルス感染症に伴う取組状況 

について 

その他 

 

市役所 

別館 3階 

多目的ホー

ル 

 

評議員 

 ３２名 

理事  

４名 

 

評議員会

4.3.24 

(第３回) 

 

議 案 

第１号 専決処分の報告（第４回補正予算）に 

ついて 

第２号 令和４年度事業計画（案）について 

第３号 令和４年度予算(案)について 

報 告 

第１号 高石市立老人福祉センター（瑞松苑）の移

転統合について 

その他 

 

市役所 

別館 3階 

多目的ホー

ル 

 

評議員     

２８名 

理事 

  ４名 

 

 

 



                     

３．法人監査の実施 

実 施 日 内     容 場 所 監査実施者 

 

3.5.26 

令和２年度計算関係書類・財産目録並びに事業報

告等及び社会福祉充実残額の算定における監査に

ついて 

社協 

会議室 

監 事  

岩井永義 

監 事  

大西正容 

 

４．財務会計・組織運営巡回監査の実施 

実 施 日 内     容 場 所 
内部統制 

支援実施者 

 

3.5.17 

 

令和２年１２月から令和３年３月の間による会長

及び業務執行理事の職務(法人運営・会計管理)執

行状況について、巡回監査業務委託先「栗谷会計

事務所」における調査・報告について 

社協 

会議室 

栗谷会計 

事務所 

税理士 

栗谷和昭 

 

 3.8.27 

令和３年４月から７月の間による会長及び業務執

行理事の職務(法人運営・会計管理)執行状況につ

いて、巡回監査業務委託先「栗谷会計事務所」に

おける調査・報告について 

社協 

会議室 

栗谷会計 

事務所 

税理士 

栗谷和昭 

 

3.12.22 

令和３年８月から１１月の間による会長及び業務

執行理事の職務(法人運営・会計管理)執行状況に

ついて、巡回監査業務委託先「栗谷会計事務所」

における調査・報告について 

社協 

会議室 

栗谷会計 

事務所 

税理士 

栗谷和昭 

 

５．職務執行状況の報告 

報 告 日 内     容 場 所 報告者 

 

3.6.9 

  理事会 

第１回理事会において、職務執行状況の報告 

ⅰ.事業報告（令和２年１２月から令和３年３月まで） 

ⅱ.収支報告（令和２年４月から令和３年３月まで） 

ⅲ.法人監事監査 

ⅳ.寄附預託・払出し報告 

社協 

会議室 

会長 

 山崎雅雄 

業務執行理事 

 宮下勇樹 

 

3.9.13 

  理事会 

第３回理事会において、職務執行状況の報告 

ⅰ．事業報告（令和３年４月から７月まで） 

ⅱ．収支報告（令和３年４月から７月まで） 

ⅲ．寄附預託・払出し報告 

社協 

会議室 

会長 

 山崎雅雄 

業務執行理事 

 宮下勇樹 

 

4.1.24 

  理事会 

 

第５回理事会において、職務執行状況の報告 

ⅰ．事業報告（８月から１１月まで） 

ⅱ．収支報告（８月から１１月まで） 

ⅲ．寄附預託・払出し報告 

社協 

会議室 

会長 

 山崎雅雄 

業務執行理事 

宮下勇樹 



                     

６．評議員選任・解任委員会等の開催 

実 施 日 内     容 場 所 出席者 

3.6.9 

（第１回） 

案 件 

第１号 評議員の選任について 

 任期満了のため、評議員定数３５名以上４０名以内に

基づき、４０名の選任を行う。 

社協 

会議室 

 

委員  

３名 

 

７．組織構成会員加入の促進 

 各種団体、福祉施設及び関係機関に幅広く加入して頂き、また本会評議員の選出母

体など、社協の運営に参画して頂いた。 組織構成会員数 ５３団体  

令和３年度 組織構成会員 一覧 （順不同） 

高石市 高石市議会 高石市連合自治会 

高石市婦人団体協議会 高石商工会議所 高石ロータリークラブ 

高石市民生委員児童委員協議会 高石市保護司会 高石市更生保護女性会 

(社福)遺徳会 (社福)福昭会 (社福)亨文会 

(一財)高石市保健医療センター (社福)徳友会 (社福)南海福祉事業会 

(社福)浜寺会 (社福)温友会 (社福)いずみ野福祉会 

(社福)和泉乳児院 (社福)不易創造館 高石市ボランティア連絡会 

NPO法人きずな NPO法人やまびこ NPO 法人せかんど 

NPO法人泉ひまわりの会 NPO法人せらび NPO 法人明日架 

(医)医進会 高石加茂病院  (医)良秀会 高石藤井病院 (医)博我会 高石病院 

(医)微風会 浜寺病院 (公社)高石市シルバー人材センター 高陽校区福祉委員会 

高石校区福祉委員会 羽衣校区福祉委員会 東羽衣校区福祉委員会 

加茂校区福祉委員会 清高校区福祉委員会 取石校区福祉委員会 

高石市シニアクラブ連合会 高石手をつなぐ親の会 高石市視覚障害者福祉会 

高石市教育委員会 高石小中学校長会 高石市医師会 

高石市歯科医師会 高石薬剤師会 高石防災協会 

高石交通安全協会 高石市人権協会 
高石市事業所人権教育 

推進連絡協議会 

渋谷光美 

（羽衣国際大学） 

村上洋次 

(南海福祉看護専門学校) 

 

 

 

 



                     

８．賛助会員・特別賛助会員加入の促進 

    各校区福祉委員会をはじめ自治会等各種関係団体、地域住民の方々のご協力により、

地域での福祉活動推進のための安定した財政基盤づくり及び本会事業の啓発宣伝を目

的として、賛助会員並びに特別賛助会員への加入促進に努めた。 

   総 計 表 

区 分 
２ 年 度 ３ 年 度 

件 数 金 額 件 数 金 額 

賛助会員 ６,４９１ 8,284,950 円 ７,４９４ 9,497,000円 

特別賛助会員 １０６ 1,080,000 円 １１２ 1,140,000円 

総  計 ６,５９７ 9,364,950 円 ７,６０６ 10,637,000円 

 

各校区福祉委員会別実績表 

校区名 件 数 賛 助 会 費 件 数 特別賛助会費 件数計 金額計 

高 陽 1,535 
2,016,500 

円 
15 

150,000 

円 
1,550 

2,166,500 

円 

高 石 1,618 
2,124,000 

円 
22 

220,000 

円 
1,640 

2,344,000 

円 

羽 衣 1,130 
1,341,500 

円 
13 

150,000 

円 
1,143 

1,491,500 

円 

東羽衣 1,231 
1,371,000 

円 
1 

10,000  

円 
1,232 

1,381,000 

円 

加 茂 476 
614,000 

円 
12 

120,000 

円 
488 

734,000 

円 

清 高 705 
874,000 

円 
10 

100,000  

円 
 715 

974,000 

円 

取 石 799 
1,156,000 

円 
21 

210,000 

円 
820 

1,366,000 

円 

校区外   0 
0 

円 
18 

180,000 

円 
 18 

180,000 

円 

総 計 7,494 
9,497,000 

円 
112 

1,140,000 

円 
7,606 

10,637,000 

円 

 

 

 

 

 

 

 



                     

９．役職員研修活動 

   社協事業の活性化をはかる為、下記のとおり役職員が研修会に参加した。 

年 月 日 研 修 内 容 研 修 場 所 

3.4.23 働く暮らし相談会（成年後見制度ってなに） オンライン 

3.5.27 ２０２１年度高齢者虐待対応研修（基礎研修） オンライン 

3.5.28 大阪府相談支援従事者専門コース別研修 

地域移行・地域定着支援コース 

オンライン 

3.6.25 感染症・食中毒予防対策講習会 オンライン 

3.7.5 令和３年度大阪府・市町村社会福祉法人・施設等指

導監査合同説明会 

オンライン 

3.7.9 成年後見制度利用促進に係る市町村意見交換会 大阪府泉南府民センタービル 

3.7.27 

4.1.24 

生活支援コーディネーター養成研修 オンライン 

公益社団法人國民會館 

3.7.28 ペガサスセミナー（不整脈に合併する病気について） オンライン 

3.8.16 養護者による高齢者虐待対応現任者研修 オンライン 

大阪府社会福祉会館 

3.8.19 

3.12.3 

依存症相談対応・実践研修 公益社団法人國民會館 

オンライン 

3.8.23 相談実務担当者のための権利擁護に係る実務研修

会 

オンライン 

3.8.27 チームオレンジ・コーディネーター研修 オンライン 

3.8.31 大阪府強度行動障がい支援者養成研修 国際障害者交流センター 

3.9.1 いきがい・助け合いサミット㏌神奈川 オンライン 

3.9.10 令和３年度 会計管理者・担当者研修会 大阪社会福祉指導センター 

3.9.21 

3.11.22 

障害のある方の就労パスポート研修 ハローワーク泉大津 

3.9.29 権利擁護・虐待防止セミナー オンライン 

3.10.2 認知症初期集中支援チーム員研修 オンライン 



                     

年 月 日 研 修 内 容 研 修 場 所 

3.10.5 認知症地域支援推進員研修 オンライン 

3.10.9 防災士会泉州ブロック研修会 オンライン 

3.10.21 高年齢者・障害者雇用管理セミナー テクスピア大阪 

ハローワーク泉大津 

3.10.22 「ヤングケアラーについて学ぶ～家族のケアを担

う子どもたちの現状～」研修会 

オンライン 

3.11.1 相続財産管理人・不在者財産管理人制度に関する自

治体職員向けセミナー 

オンライン 

3.11.19 成年後見制度利用促進セミナー オンライン 

3.11.26 生活困窮者自立支援制度人材養成研修事業 オンライン 

3.12.2 第 2回泉州がん診療連携協議会 

緩和ケア部会（緩和ケアの充実に向けた泉州地域連携検討会） 

オンライン 

3.12.15 企業トップクラス研修会（人権啓発研修） オンライン 

3.12.15 地域包括ケアシステム充実強化研修会 オンライン 

3.12.15 包括的支援体制と地域共生社会・共生社会の実現に

向けた総合研修 

オンライン 

3.12.28 大阪府地域生活定着支援センター  

被疑者等支援に関する研修会 

オンライン 

4.1.6 自然災害発生時の業務継続計画作成支援に関する

研修会 

社協会議室 

4.1.14 成年後見制度実務者のための事例検討会 大阪府社会福祉会館 

4.1.19 個別避難計画作成に係る研修会 オンライン 

4.1.21 生活困窮者自立支援制度人材養成研修 オンライン 

4.1.26 重層的支援体制整備構築推進人材養成事業 

ブロック別研修 

オンライン 

4.1.27 大阪府ひきこもり支援に携わる人材の養成研修 オンライン 

4.2.9 大阪府認知症キャラバン・メイト養成研修 ホテルアウィーナ大阪 



                     

年 月 日 研 修 内 容 研 修 場 所 

4.2.16 成年後見制度と死後の手続きオンラインセミナー オンライン 

4.2.17 えせ同和行為をはじめとする不当要求行為対策セ

ミナー 

マイドームおおさか 

4.2.24 令和３年度苦情解決第三者委員研修会 大阪府社会福祉会館 

4.3.8 K-ねっと全国セミナー 

福祉関係者が知っておきたい「任意後見制度」 

オンライン 

4.3.15 精神障がい者・発達障がい者就労支援推進セミナー オンライン 

4.3.18 後見事務における意思決定支援 オンライン 

4.3.24 認知症地域支援推進員フォローアップ研修 オンライン 

 

１０．啓発・宣伝活動  

 （１）社協機関紙「たかいし福祉」の発行〔６、７、９、１１、２月の年５回〕 

『２３５号～２３９号』を各 24,400 部作成し、市広報紙に折込んで全戸配布した。 

     ※各号発行にあたり、発行の前月に各 1回編集委員会を開催した。 

 （２）社協ホームページの充実 

    ・情報をスピーディに発信を行う 

     「イベントブログ」「職員ブログ」を活用し、情報をいち早く伝え、地域福祉 

情報をわかりやすく発信を行った。 

 

１１．事務局職員資格取得状況（合計実人数６４名） 

令和４年３月末現在 

社会福祉士 精神保健福祉士 介護福祉士 介護支援専門員 看護師等 

１７ ３ ３４ ３４ ９ 

（重複所持計上有） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     

地域福祉活動                                  

１．校区福祉委員会活動の推進 

（１）校区福祉委員長会議の開催 

   校区福祉に関する事業の情報交換により、市内校区福祉活動をより一層促進し、 

また校区間の連携を密にするため、次のとおり校区福祉委員長会議を開催し、校区 

福祉委員長同士の意見交換等を行った。   

年 月 日 会   議   内   容 場 所 

3.5.7 案 件 

１．各校区福祉委員会の総会の取扱いについて 

２．令和３年度賛助会員の募集について  

３．たかいし福祉の編集について 

４．役割申し合わせ事項について 

５．孤立ゼロプロジェクト事業について 

６．校区福祉委員会の近況について 

７．その他 

 

社協会議室 

3.7.2 案 件 

１．令和３年度賛助会員の募集について 

２．孤立ゼロプロジェクト事業について 

３．校区福祉委員会の近況について 

４．その他 

 

社協会議室 

3.9.3 案 件 

１．令和３年度賛助会員の募集について 

２．孤立ゼロプロジェクト事業について 

３．校区福祉委員会の近況について 

４．その他 

 

社協会議室 

3.11.5 案 件 

１．令和３年度賛助会員の募集について 

２．孤立ゼロプロジェクト事業について 

３．校区福祉委員会の近況について 

４．その他 

 

社協会議室 

4.1.7 案 件 

 １．特別・賛助会員・会費の加入状況について 

 ２．校区福祉委員長 役割申し合わせ事業について 

 ３．コミュティカフェ運営助成金制度について 

 ４．小地域ネットワーク活動推進事業 事業報告・ 

            令和４年度事業計画について 

 ５．孤立ゼロプロジェクト事業の進捗状況について 

 ６．校区福祉委員会の近況について 

 ７．その他 

 

社協会議室 



                     

（２）校区福祉活動の啓発 

     機関紙「たかいし福祉」の発行時に、校区福祉委員会から選出された編集委員を 

通じて、校区福祉委員会での活動を校区だよりのページにおいて紹介し、活動内容の 

啓発及び地域への福祉活動参加の呼びかけを行った。 

 

２．セーフティネット事業 

（１）小地域ネットワーク活動の推進 

     校区福祉委員会を中心に自治会・民生委員児童委員協議会等市内主要団体の

方々にご協力いただき、独居高齢者を中心に見守り・声かけによる個別援助活動

を展開した。また地域で孤立しがちな援護を要する方々の集いの場として「いき

いきサロン」の開催などによるグループ援助活動も実施し、「隣人同士が顔の見え

る関係づくり」を構築し、地域で安心して暮らせるまちづくりを目指した。 

  ①個別援助活動 

     一人暮らし高齢者等や児童の登下校など、地域の中で安心して暮らせるよう、

近隣住民が中心となった見守り活動を行った。 

一人暮らし高齢者等 
対象者及び協力者（延べ数） 

１４５,４２０人 

 

②グループ援助活動 

      いきいきサロンや世代間交流会など、地域の会館等を活用し、生活支援コーデ

ィネーターによる軽体操を行ったり、小学生等が参加しやすいラジオ体操を企

画し、ふれあいネットワークの輪を広げていく活動を行った。 

いきいきサロン 
実施回数 ２５回 

参加者総数 １,０５５人 

世代間交流 
実施回数 ３７回 

参加者総数 １,７１５人 

地域リハビリ 
実施回数 １６回 

参加者総数 ４５０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     

（２）コミュニティソーシャルワーカー配置促進事業の実施 

    コミュニティソーシャルワーカー（いきいき地域支援員）を２名配置し、総合 

相談窓口として生活困難ケースの支援、市生活保護担当係との連携、地域包括支援 

センターとの協働などを通じて市民から寄せられる様々な相談に応じた。 

また、ケースへの対応を通じて関係機関へ適切に紹介を行った。 

   なお、相談内容等詳細の集計は以下のとおり。  

1人暮らし 

高齢者 

高齢者のみ 

の世帯 
身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者 

子育て中の 

親子 

７３ ２２ １０ １４ ５３ ８４ 

一人親家庭の

親 子 
青 少 年 ＤＶ被害者 ホームレス 外 国 人 そ の 他 

９３ ０ １ ６ １２ １,０３９ 

合 計 

１,４０７ 

 

相談内容                    

福祉制度・サー

ビスに関する相

談 

生活に関する 

身近な相談 

健康・医療に 

関する相談 

生活費に関する

相談 

就労に関する 

相談 

財産管理・権利

擁護に関する相

談 

３８ １０３ １７ １,２３９ ８２ ０ 

消費者被害に 

関する相談 

多重債務に関 

する相談 
ＤＶ・虐待に関 

する相談 

地域福祉･ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

活動に関する相談 

住宅に関する 

相談 

子育て・子どもの

教育に関する相談 

０ ３ ５ ０ ２５ ４２ 

そ の 他 合 計 

１１ １,５６５ 

 

 

３．生活福祉資金貸付事業 

（１）大阪府社会福祉協議会からの受託により、各種生活福祉資金の貸付を行った。 

種 類 福祉資金 小口生活資金 総合支援資金 
臨時特例 

つなぎ資金 

相 談  １０５ ７ １ ０ 

申 込 ２８ ２ ０ ０ 

決 定 １７ ２ ０ ０ 

 

 



                     

（２）今年度は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、収入が減少または失業した 

方がおられる世帯に対して、新型コロナウイルス感染症特例の貸付けを行った。  

種 類 特例緊急小口 
特例総合支援 

資 金 

特例総合支援資

金（延長申請） 

特例総合支援資

金（再貸付） 

相談件数 

（R3年度） 
１,４７７（来所・電話の延べ件数） 

総件数

（R2.3.25～

R4.3.31） 

４,０１９（来所・電話の延べ件数） 

申請件数 

（R3年度） 
２８４ ２５９ ６８ ２９３ 

総件数

（R2.3.25～

R4.3.31） 

９１０ ６９６ ２７６ ４６８ 

不承認件数

（R3年度） 
１３ ７ ２ ３ 

総件数

（R2.3.25～

R4.3.31） 

２７ １１ １５ ４ 

決定総金額

（R2.3.25～

R4.3.31） 

170,800,000円 344,250,000円 131,350,000 円 270,950,000円 

決定総金額

（R2.3.25～

R4.3.31） 

９１７,３５０,０００円 

 

４．生活困窮者自立支援事業 

（１）経済的困窮者や社会的孤立の状態にある方一人ひとりの状況に合わせて包括的かつ 

継続的な支援等を実施し、専門の支援員が他機関と連携し、問題解決に向けた支援 

に取り組んだ。 

① 相談件数 

 

 

 

 

② 世帯構成 

夫婦のみ 片親世帯 家族同居 

４９ ５２ １０２ 

単身 ２世帯同居 不明 

１５０ ２ ６ 

男 性 女 性 不 明 合 計 

２２３   １３８ ０ ３６１ 



                     

③ 対応・方針結果の内訳 

情報提供・相談対応 

のみで終了 

他制度・他関係機関等

へのつなぎ 

本人未同意・同意に向

けて取り組む 
そ の 他 

２２ ３２１ ０ １８ 

 

（２）地域で広がる孤立や孤独、失業や職場定着困難により、今日・明日食べ物がない 

生活困窮などの厳しい生活を送られている方や世帯に対して、フードバンク高石事業 

より緊急一時的な食材支援を行った。 

世帯数 人 数 食 材 

１１ １７ 
お米・缶詰・麺類（乾麺）レトルト食品・果物・

野菜など   合計：約２０㎏ 

 

 

 

 

 

 

５．各種保健福祉関係事業の開催〔共同募金配分金事業〕 

 （１）老人福祉関係事業 

◇シニアクラブ連合会助成金の交付 

     連合会に対し、活動費として、100,000 円の助成金を交付した。 

 （２）障がい児・者福祉事業 

   ◇障がい者団体助成金の交付 

     障がい者団体に対し、活動費として、各団体 30,000 円の助成金を交付した。

@30,000円×２団体  

（３）児童・青少年福祉事業 

  ◇子育てサロン 

    場所：高石市母子健康センター 

    日時：毎月第３火曜日 10：00～11：30 

       母子健康センター助産師によるなんでも相談会 

         ７月２０日（火）『本えらび・おはなし会』 

                  講師 高石市立図書館 職員 

        １０月１９日（火）『なかよしこよし』 

                  講師 南海愛児園子育て支援センター 保育士 

        １１月１６日（火）『子どもの事故予防について』 

                  講師 高石市地域包括ケア推進課 保健師 

        １２月２１日（火）『楽しいクリスマス会をしよう♪』 

                  講師 個人ボランティアデコパージュ講師 

社会福祉協議会職員    



                     

 

◇すこやかグループ（スタイ製作部門） 

     場所：ボランティア・市民活動センター 

     日時：第２・第４水曜日 13：00～16：00 

        第１金曜日 9：30～16：00 

 

（４）福祉教育の実施 

     市内の小学校・中学校との連携を基盤として、介護事業所・ボランティアグ

ループとの協働による点字講座や車いすを使用した体験型の福祉教育等を通し

て、お互いの助け合いの大切さ（こころのバリアフリー）を体得するとともに、

ボランティア活動に取り組むきっかけづくりの出前講座を行った。 

対 象 者 開催日 内    容 

取石中学校２年生 

   ２クラス 

１５４名 

3.6.21 

 

・認知症サポーター養成講座 

・「聴導犬とは？」講義 

高石小学校４年生 

    １クラス 

     ４２名 

3.9.28 

 

・認知症サポーター養成講座 

・車椅子、アイマスク体験 

・点字 

清高小学校４年生 

    ２クラス 

     ５３名 

3.10.7 

 

・アイマスク体験 

・点字 

取石小学校４年生 

    ２クラス 

     ７９名 

3.10.12 ・認知症サポーター養成講座 

取石小学校４年生 

    ２クラス 

     ７９名 

3.10.13 ・車椅子体験 

・アイマスク体験 

・点字 

清高小学校５年生 

    ２クラス 

     ５４名 

3.10.15 

 

・認知症サポーター養成講座 

・車椅子体験 

 

高陽小学校４年生 

    ２クラス 

     ５５名 

3.10.21 ・点字 

 

 



                     

対 象 者 開催日 内    容 

加茂小学校４年生 

    ３クラス 

     ８５名 

3.11.9 ・車椅子体験 

 

清高小学校６年生 

    ２クラス 

     ５４名 

3.11.11 ・認知症サポーター養成講座 

・車椅子体験 

 

高石中学校１年生 

    ５クラス 

    １７５名 

3.11.15 

 

・認知症サポーター養成講座 

・車椅子、アイマスク体験 

・高齢者疑似体験  ・点字 

清高小学校３年生 

    １クラス 

     ４３名 

3.11.25 

 

・車椅子体験 

 

東羽衣小学校３年生 

     ２クラス 

      ７７名 

3.11.26 ・車椅子体験 

 

 

（５）母子・父子福祉事業 

   ◇母子寡婦福祉会助成金の交付 

     団体に対し、活動費として、30,000 円の助成金を交付した。 

 

善意銀行預託金等運営 

  市民からの善意のご厚志を賜り、地域福祉の向上のための資材や障がい福祉の推進、 

災害支援活動のために払出しを行った。 

【預 託】 

・地域福祉基金     ４件 計  １２１,２８３円 

〔内訳：町の便利屋さん、浜寺郵便切手類販売協会、匿名２件〕 

・高齢・障がい福祉基金 ４件 計  ２５０,０００円 

     〔内訳：昭和園自治会、匿名３件〕 

・善意銀行預託     ２件 計   ６０,０００円 

〔内訳：匿名２件〕 

    ・物品預託 １件 

     〔内訳：匿名〕            ジュース３０缶 

【払出状況】 

    ・地域福祉活動推進助成      １件 本会 

    ・子ども食堂活動推進助成     ２件 子ども食堂運営団体 

・障がい福祉活動推進助成     ５件 障がい福祉団体 

 

 



                     

赤い羽根共同募金運動 

１．実施内容 

（１）実施期間 

      赤い羽根募金・・・・・１０月１日から１２月３１日まで 

      歳末たすけあい募金・・１２月１日から１２月３１日まで 

  （２）実施主体 大阪府共同募金会、高石地区募金会 

  （３）依 頼 先 市内各自治会・事業所・保育所（園)・幼稚園・認定こども園・小学

校・中学校・専門学校・高校・各種団体・公民館等各施設・介護保険

施設・障がい者作業所・市内の駅・個人 

 

 

（４）その他 新型コロナウイルス感染症対策として、大阪府共同募金会のガイドライ

ンに沿って、実施した。 

ティッシュ、お金等の受け渡しは募金者自身（セルフ）で行ってもらう

形で実施した（非接触による活動）。 

 

２．共同募金運動各実績 

（１）赤い羽根共同募金 

総 額２,０９８,６７１円 

内 訳                              単位：円 

年 度 
戸 別 

募 金 

学 校 

募 金 

街 頭 

募 金 

職 域 

募 金 
その他 バッジ 合  計 

３ 1,382,625 179,196 274,283 21,567 0 241,000 2,098,671 

２ 1,351,619 237,832 249,533 19,956 0 229,000 2,087,940 

 

① 街頭募金協力者  総勢２１４名（１０月１日・２日） 

② 街頭募金実施場所  １１か所（駅・スーパー等） 

③ 募金箱設置協力店等  ６５か所 

 

（２）歳末たすけあい募金 

総 額１,１６９,５５４円 

内 訳                単位：円 

年 度 戸別募金 街頭募金 その他 合計 

３ 916,269 93,285 160,000 1,169,554 

２ 799,408 29,365 181,500 1,010,273 

 

 （３）義援金 

・令和３年大雨災害義援金     ７件  ６４,４３２円 



                     

（４）その他（街頭募金） 

    ・１０月３日（日）  

ソライロマーケット  ２８,１５３円 

    ・１０月２３日（土） 

      高師浜 REBOOT   １３,３８５円 

    ・１１月５日（金） 

高石市避難訓練   ９,８７０円 

    ・３月５日（土）  

第 15回たかいしボランティア・市民活動フェスティバル  ３,０５０円 

 

たかいしファミリー・サポート・センター事業 

子育ての援助を必要とする方（依頼会員）と子育ての援助ができる方（提供会員）、両

方を兼ねる方（両方会員）からなる地域での子育てを相互援助する会員組織で、高石市

から委託を受けて運営を行った。依頼会員の登録は、随時募集（月～金）、提供・両方会

員の登録は、センターが開催する講習会を受講後、登録を行った。 

（１）会員数  

依頼会員 ３３５名 

提供会員 ８０名 

両方会員 ４５名 

 

（２）会員地区別 

 

（名） 

 

  依 頼 提 供 両 方 合 計 

羽衣 ５０ ２２ １１ ８３ 

東羽衣 ６６ １３ １１ ９０ 

高師浜 ３２ ４ ２ ３８ 

千代田 ３６ ３ ３ ４２ 

加茂 ４８ ７ ９ ６４ 

西取石 ３６ ８ ２ ４６ 

取石 ２５ ８ ２ ３５ 

綾園 ４２ １５ ５ ６２ 

合計 ３３５ ８０ ４５ ４６０ 



                     

（３）活動内容・回数 

 

（４）相談・打ち合わせ件数 

新規・活動内容等についての相談 

（来所・電話等含む） 
事前打ち合わせ 

１７７ ３０ 

 

（５）提供会員養成講習会 

①第１回ファミリーサポート講習会 

６月２８日（月）  

「ファミリー・サポート・センターのしくみ」  

講師：ファミサポアドバイザー 

「子どもの事故予防」 講師：高石市地域包括ケア推進課 保健師            

   「普通救命講習３」 講師：堺市消防局救急課 応急手当指導員  

７月５日（月） 

「保育のありかたと遊び方」  

講師：高石市子育て支援課 保育士 

「子どもの発達について」  

講師：高石市子育て支援課 発達相談員 

   「ほめて伸ばす子育てのコツ・虐待について」 

     講師：高石市こども家庭課 家庭児童相談員 

 

 

 

 

 

保育施設の送迎 

保育施設の送迎

及び一時預かり 登校前の送迎 

登校前の一時預

かり 

学童保育後の 

送迎 

学童保育後の 

送迎及び一時 

預かり 

１７ １ ２０ ７ ２ ５ 

障害をもつ 

子どもの送迎 

障がいをもつ 

子どもの一時 

預かり 

子どもの習い事

の場合の送迎 

子どもの習い事

の場合の送迎 

及び一時預かり 

保護者の短時間・

臨時的就労の場

合の一時預かり 

保護者の外出 

時の一時預かり 

１６３ ２６ １７１ ５ １１ ２ 

保護者の病院受

診による場合の

送迎 

保護者の病院受

診による場合の

一時預かり 

保護者の産前産

後の場合の子ど

もの送迎 

保護者のリフレ

ッシュ・習い事時

の送迎 

保護者のリフレ

ッシュ・習い事時

の一時預かり 

合 計 

５ １５ １ ３ ７ ４６１ 



                     

７月１５日（木）  

「子どもの栄養と食生活」  

講師：高石市地域包括ケア推進課 栄養士 

「病気について・健康管理」 

講師：高石市医師会 医師 

 

②第２回ファミリーサポート講習会 

１１月１日（月） 

「ファミリー・サポート・センターのしくみ」 講師：ファミサポアドバイザー 

「子どもの事故予防」 講師：高石市地域包括ケア推進課 保健師 

「普通救命講習３」 講師：堺市消防局救急課 応急手当指導員 

１１月８日（月） 

「保育のありかたと遊び方」  

講師：高石市子育て支援課 保育士 

 「子どもの発達について」 

講師：高石市子育て支援課 発達相談員 

   「ほめて伸ばす子育てのコツ・虐待について」 

     講師：高石市こども家庭科 家庭児童相談員 

１１月１８日（木） 

「子どもの栄養と食生活」 講師：高石市福祉施設連絡会 栄養士 

「病気について・健康管理」 講師：高石市医師会 医師 

 

（６）会員交流会（提供・両方会員交流会） 

  「ママをやめてもいいですか！？」上映会＆ファミサポ依頼会員即日登録会 

  目 的：ファミサポ全会員、依頼、提供会員になることができる方を主に対象とし、 

子育て世代の現状や共感できること等を映画鑑賞することにより、全体で 

共有し、子育て世代の保護者また、それを応援する側が、お互いの理解を 

深め、今後の子育て支援のあり方等を考えるきっかけをつくる。また会員 

以外の方が、子育て支援を気軽に利用できるきっかけをつくる。 

      依頼会員登録会では、平日お仕事等で受付時間にお越しいただく事が難しい 

      方向けに、登録会を実施し、幅広い方々にご利用いただけるよう啓発する。 

  開催日：３月１９日（土） 

  場 所：アプラたかいし小ホール 

  参加者：３２名 

 

（７）啓発活動 

７月２０日・１０月１９日・１１月１６日・１２月２１日  

子育てサロンにこたん広場 

    ９月２日（木） 赤ちゃんと遊ぼう １０月２３日（土） 高師浜 REBOOT 

    １１月５日（金） 高石市避難訓練 

    １２月３日（金） 傾聴ボランティア養成講座 

    ３月５日（土） ボランティア・市民活動フェスティバル 



                     

（８）社会参加支援活動 

子育て中の方々の社会参加の一環として、派遣要請を受け、 

市主催等の講演会等に提供会員の派遣を行った。 

 ①派遣回数  ３回 

②派遣延人数  ９名 

 

高石市乳幼児すこやか見守り支援事業 

生後５か月頃から１歳頃を迎えるまでの乳幼児世帯を対象に地域ボランティア 

「すこやか見守りサポーター」がご自宅へ訪問し、親子の心身の状況や養育環境等の把握   

を行うことにより、乳幼児家庭の孤立化を防ぎ、もって乳幼児の健全な育成環境の確保 

を図ることを目的とする。 

 

１.登録人数 

部門 
すこやか見守り 

サポーター 
手作りサポーター 合 計 

人 数 ４８ １７ ６５ 

 

２.すこやか見守りサポーター部門 

（１）活動実績 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

訪
問
世
帯 

５か月 － － － － － ３０ ４８ 

８か月 － － － － － － － 

１２か月 － － ４３ １１５ ３８ ３６ ３９ 

活 動 件 数 － － ５７ １１３ ７２ １３８ １６３ 

相談対応依頼 － － １１ １３ ３ １２ １３ 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

訪
問
世
帯 

５か月 ３１ ４８ ３３ ３９ ４３ ２７２ 

８か月 － ３１ ４８ ３１ ４６ １５６ 

１２か月 ３２ ４０ ２８ ２４ ３１ ４２６ 

活 動 件 数 ９５ １７７ １６５ １３９ １８３ １,３０２ 

相談対応依頼 ６ １４ １４ ９ ９ １０４ 

※相談対応依頼については、市保健師に報告し、対応が必要なケースは個別対応を行った。 



                     

３.子育て支援品（スタイ）作製部門 

ボランティアの活動の場を作るため、高石市ボランティア 

連絡会と連携し、乳幼児世帯への子育て支援品（スタイ） 

製作に携わって頂く。 

 

（１）活動実績 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

活動回数 － １ ３ ３ ２ ２ ２ 

人 数 － １２ ３８ ３２ ２３ ２６ ２４ 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合  計 

活動回数 ２ １ １ 中止 ２ １９ 

人 数 ２４ １３ １３ 中止 ２０ ２２５ 

 

４.すこやか見守りサポーター養成講座 

５月２０日（木）  

「導入研修」  

講師：社会福祉協議会職員 

「傾聴ボランティアとは」  

講師：吹田傾聴ほほえみ 長谷川美津代氏 

  ６月２日（水） 

   「子育て支援の経緯と傾聴の必要性」 

      講師：吹田傾聴ほほえみ 黒田敬子氏、西岡みさ子氏 

  ６月１１日（金） 

   「離乳食について」 

      講師：泉大津・高石フリー活動栄養士会 藤田通子氏 

「市の子育て支援と事故予防」 

講師：高石市地域包括ケア推進課 保健師  

７月５日（月） 

「保育のありかたと遊び方」  

講師：高石市子育て支援課 保育士 

「子どもの発達について」  

講師：高石市子育て支援課 発達相談員 

   「ほめて伸ばす子育てのコツ・虐待について」 

      講師：高石市こども家庭課 家庭児童相談員 

    参加者：４８名 

 

 

 



                     

５.フォローアップ研修 

  内 容：「ママをやめてもいいですか!?」を上映し、子育てに関する日常、また保護者 

      の心身の状況の理解を深め、より良い訪問活動に繋げることを目的とする。 

開催日：３月１９日（土） 

  場 所：アプラたかいし 小ホール 

  参加者：３２名 

 

ボランティア・市民活動センター事業の推進  

１．ボランティア・市民活動センターの運営 

（１）ボランティア・市民活動センター運営委員会の開催 

  日時：令和３年６月２２日（火）１３時３０分～ 

  場所：高石市役所別館１階 会議室１１３ 

  案件：①ボランティア・市民活動センター運営委員長・副委員長の選出について 

     ②令和２年度ボランティア・市民活動センター事業報告について 

③令和３年度ボランティア・市民活動センター事業計画、今後の予定について 

     ④令和３年度ボランティア・市民活動フェスティバル実行委員について 

     ⑤その他 

(２)情報の収集および発信 

   ①各種情報の常設・提供 

     ・センター事業ＰＲポスター掲示、各市町村社協・団体等発行物の設置 

     ・各種イベント等の情報提供 

(３)ボランティア保険の受付 

    ボランティア活動に安心して取り組めるよう、ボランティア保険加入の促進を 

図った。 

① 加入状況   

 
ボランティア 

保 険 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ市民活動

行事保険 

有償活動 

団体保険 

人  数 １,２７８ ７,０６１ ２７ 

 

２．ボランティア情報の提供 

(１)「ボランティアだより」の編集発行 

    社協機関紙「たかいし福祉」に掲載（年５回） 

（２）ボランティア登録 

   ◎個人ボランティア登録 

      ５３人（男性２０人 女性３３人） 

   ◎ボランティアグループ団体登録 

      ４５グループ ９７６人 

◎NPO法人登録 

      登録状況 ７グループ ２３８人 



                     

 ◎登録ボランティアグループ 

  グループ名 活 動 内 容 会員数 

1 すみれグループ 
和泉幼児院の行事手伝い・読み聞かせ 

グループホームの訪問、地域での活動 
１７ 

2 松の根グループ 社協バザーの手伝い ３８ 

３ 
手話サークル 

まつぼっくり 
手話学習、聴言障がい者等との交流 ２２ 

４ 
音訳ボランティア 

ひさご会 

定例会、声の便り発行、声の広報制作 

依頼録音図書の制作、音訳勉強会 
１１ 

５ こぶしの会 
独居・高齢者宅家事手伝い、通院介助 

肢体不自由児機能訓練補助 
８ 

６ グループふれあい 障がい者作業所・老人福祉施設の手伝い ７ 

７ たんぽぽグループ 
施設への雑巾寄贈、古切手・テレカの収集、 

施設慰問、施設窓拭き 
１０ 

８ 
南海福祉看護専門 

学校ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 
ボランティア全般 ２１５ 

９ タッチ・サン 手でさわる絵本づくり ７ 

１０ まどか２ 海外難民へ送る古着の分別作業リサイクル市 ９ 

１１ 
ボランティア 

東羽衣 
手作り作品を持っての友愛訪問、お楽しみ会 １２ 

１２ ぐるうぷぼちぼち ボランティア一般 ６ 

１３ 点訳グループ 絵本の点訳、小学校総合学習の手伝い ７ 

１４ 宙の会 精神障がい者の地域での生活支援 ７ 

１５ 
高石マジッククラ

ブ 
施設慰問（マジック） １２ 

１６ 
泉大津・高石フリ

ー活動栄養士会 

外食アドバイザー、栄養相談や食生活相談等、

勉強会 
８ 

１７ あんず きゃらの郷での花壇の手入れ、お花見 １１ 

１８ 紙工房あじさい 施設慰問（ペーパークラフト） １１ 

１９ 凛 施設慰問（新舞踊・日本舞踊） ９ 

２０ つくし 
老人施設でのボランティア活動 

（料理活動・整容作業等） 
１４ 

２１ 夢楽らいぶ一座 ギターの弾き語りショー ４ 

２２ 化粧クラブ 老人福祉施設でのメイク指導 ６ 



                     

  グループ名 活 動 内 容 会員数 

２３ 
とろし・お元気 

クラブ 

高齢者等の閉じこもり防止・機能回復のための

体操等手伝い（とろしプラザ） 
１２ 

２４ 楽笑笑福一座 
施設慰問（皿回し・南京玉すだれ・箱太鼓・ 

陣太鼓等の大道芸） 
８ 

２５ 健（すこやか） 太極拳を取り入れた健康体操 １９ 

２６ 大正琴「歩み」 施設慰問（大正琴、尺八等の和楽器） １５ 

２７ 
高石市ﾊﾞﾄﾝﾄﾜﾘﾝｸﾞ 

ｽﾎﾟｰﾂ少年団 
バトントワリングの演技発表 ２４ 

２８ 
高石市健康生活 

ネットワーク 
お茶・お花 児童作品展 １５ 

２９ 
リズム体操クラブ 

「バチャーター」 

演歌・歌謡曲のリズムに乗せて楽しく手足や 

身体の運動をします 
２１ 

３０ 
ハンドメイド 

クラブ 

バザー製品の製作やかわいい小ものや雑貨の 

手作り 
７ 

３１ 
高石市史跡 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞｸﾗﾌﾞ 

高石市内の史跡を市内の方に案内し、健康増進

に努める 
８ 

３２ 
ゆめ企画  

ラポール 

色紙や和紙を使った、花やつり飾りを介護施設

に送っています。 
１３ 

３３ 「町の便利屋さん」 簡単な困りごとの有償支援 ７２ 

３４ パソコン広場 
パソコンで Word,Excel,インターネットを理解

して活用できるように指導しています 
４４ 

３５ 高石土笛の会 各地区や障がい児施設でのオカリナ演奏 １０ 

３６ あやとり 家族の居場所づくり、音楽リトミック １４ 

３７ BIG UP 大阪 災害支援 ９ 

３８ チームマリナフラ フラダンスによる施設ボランティア活動 ３０ 

３９ 
傾聴ボランティア 

グループえがお 
福祉施設訪問による傾聴、電話による傾聴 ４５ 

４０ 
アクティブ 

エイジング会 

レクリエーションボディケア、ベビーケア、 

ペットケア等の健康指導 
５ 

４１ Yuki☆DANCE 高石市内、難波で活動中のダンススクール ４０ 

４２ 
フラエクササイズ 

クラブ 
施設ボランティア活動、公民館まつりへの参加 １０ 

４３ マルメロの会 日々の暮らしの中で生じる困りごとのお手伝い ３ 

４４ すこやかグループ 
生後５カ月から１歳を迎えるまでの乳児のいる

家庭への訪問等 
６４ 

４５ 「スワロウ」PC塾 PC、スマホ、タブレットに関するアドバイス等 ３７ 



                     

◎ＮＰＯ法人登録グループ 

 グループ名 活 動 内 容 会員数 

１ 
NPO法人 

泉ひまわりの会 
生活支援、オレンジカフェ、子ども食堂 ２１ 

２ NPO法人きずな 
元気な高齢者づくりを中心に子どもの健全育成や、

環境保全、地域への貢献など 
９０ 

３ 
NPO法人子育て 

支援ｸﾞｰﾁｮｷﾊﾟｰ 

社会教育の推進、まちづくりの推進、文化・芸術・

スポーツ、国際協力、男女共同参画社会、子ども

の健全育成、ＮＰＯのサポート 

１８ 

４ NPO法人やまびこ 

介護予防として歯科医による講義、歯磨き指導、

「からだに優しい料理」としての料理教室、手や

頭の訓練に絵手紙教室等を実施しています。 

１７ 

５ 
NPO法人 

 ＦＰファーム 
金融教育・カラーワーク １３ 

６ NPO法人陽だまり コミュニティカフェ・認知症カフェの運営 ４５ 

７ 
NPO法人 

ユニグラウンド 
健康イベントの開催、NPO連絡会の開催 ３４ 

 

３．ボランティア連絡会活動助成金の交付 

  ボランティア連絡会に対し、活動費として 75,000円の助成金を交付した。 

 

４．ボランティアグループ活動助成金 

   本会ボランティア・市民活動センター登録のボランティアグループに対して、次の 

とおり活動費、研修費として各グループ 10,000 円を上限とし、助成金の交付を行った。 

    ＠10,000円×１９グループ、＠7,600 円×１グループ、＠6,074 円×１グループ、 

 ＠4,017円×１グループ、＠3,276円×１グループ、＠2,707 円×１グループ、  

 

５．各種講習会の開催     

    ボランティアサロンの開催 

   ボランティアの方や市民を対象に、ボランティア同士の交流や情報交換等を目的と 

して、高石市ボランティア連絡会との共催により開催した。 

（１）おしゃべりカフェ 

実施日 内   容 参加者 

4月８日 初夏の寄せ植え １２ 

4月 15日 ビーズのアート １１ 

4月 22日 ニュースペーパーアート １０ 



                     

実施日 内  容 参加者 

5月 13日 ぼうし型ピンクッション １０ 

5月 20日 史跡めぐり講座 １１ 

6月 10日 マスクチャーム １０ 

6月 17日 ゆびあみマット １３ 

7月 8日 ティッシュケース １２ 

7月 15日 自愛メイク １０ 

7月 29日 万華鏡 １２ 

8月 19日 ストーンアート ８ 

8月 26日 健腸長寿 １２ 

9月 9日 ビーズのチャーム １２ 

9月 16日 樹木ウオッチング １２ 

9月 30日 ピエロ １２ 

10月 14日 健康体操 １２ 

10月 21日 史跡巡り講座⑥ １１ 

10月 28日 史跡巡り講座⑦ １０ 

11月 4日 パソコン教室 ７ 

11月 11日 干支のブローチ １２ 

11月 18日 干支の箸袋 １１ 

11月 25日 干支の色紙 １２ 

12月 9日 ポンポンツリー １２ 

12月 16日 八房流玉すだれ １４ 

12月 23日 アロマストーン＆ハンドバス １１ 

1月 13日 希望の舞を １１ 

3月 10日 コンサート １４ 

3月 17日 脳トレダンスをしよう １０ 

3月 31日 お花見 １３ 

合計 ２９回（中止分除く） ３２７ 

 

 

 

 

 

 

 



                     

（２）おしゃべりカフェ（パソコン教室） 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

(３）パソコン教室  

   ◇おしゃべりカフェのチラシを作成 

実 施 月 回  数 参 加 者 

４月 ４ ４３ 

５月 ４ ３９ 

６月 ４ ４３ 

７月 ４ ４２ 

８月 ４ ３９ 

９月 ３ ３３ 

１０月 ４ ４５ 

１１月 ５ ５６ 

１２月 ３ ３４ 

１月 テレワーク － 

２月 テレワーク － 

３月 ３ ３３ 

合 計 ３５ ４０７ 

 

６．たかいし生活支援サポーター「町の便利屋さん」活動報告 

（１）登録会員数 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 日 参 加 者 実 施 日 参 加 者 

４月１日 １０ ９月２日 １０ 

５月６日 ９ １０月７日 ８ 

６月３日 ７ １１月４日 ７ 

７月 1日 １１ １２月２日 ９ 

８月５日 １０ １月６日 ９ 

合計 １０回 ９０名 

 合 計 女 性 男 性 

協力会員数 ８４ ４１ ４３ 

利用会員数 ５８６   

合 計 ６７０   



                     

（２）相談件数 

  （件数およびコーディネート対応人数） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

相談件数 ２０ ３８ ４０ ３４ ３４ ４１ ４５ 

対応人数 ２０ ３８ ４０ ３４ ３４ ４１ ４５ 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

相談件数 ３０ ３１ ２３ ３２ ３１ ３９９ 

対応人数 ３０ ３１ ２３ ３２ ３１ ３９９ 

 

(３)相談内容 

支援区分 件数 支 援 細 目 及 び 件 数 

屋内作業（掃除・片付等） ６５ 掃除・風呂掃除・換気扇掃除等 

屋外作業（草取・枝切等） １１０ 水やり・枝切り・草取り・階段掃除等 

買物 ５０ 食品・日用品等 

家電・水道等交換修理 ６３ 蛍光灯笠取替・蛇口修理・電話機点検等 

家具・建具修理・移動 ６９ 家具移動・ごみ出し・椅子修理等 

そ の 他 ４２ 生活ごみ出し・自転車の点検・修理等 

合  計 ３９９  

 

 

（４）支援活動件数 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

支援件数 ５４ ７４ ９３ ８２ １０２ ８７ ６４ 

対応件数 ７２ ９７ １１７ ９２ １２７ １１６ １１３ 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 

支援件数 １３１ ９９ ５４ ７７ ９８ １,０１５ 

対応件数 １４３ １３１ ８５ ５４ １１４ １,２６１ 

   

 



                     

７.傾聴ボランティアグループ「えがお」活動報告 

（１）会員数               （令和４.３現在） 

 合 計 男性 女性 

登録人数 ４５ ５ ４０ 

                                     

（２）活動内容・件数 

①施設訪問 

高齢者施設等へ会員２～３名程度で訪問し、施設を利用されている方のお話を 

１～２時間程度傾聴した。 

※現在は新型コロナウイルス感染症の影響により、施設訪問を中止し、リモートに 

よる傾聴活動を以下の施設で実施中。 

  ・デイサービス：せかんど（月２回程度） 

・サービス付き高齢者向け住宅：りあん高石 

（月２回程度） 

 
施設傾聴 リモート傾聴 

活動件数 ２１ ２８ 

活動人数 ２４ ６１ 

 

②ふれあい電話 

高齢者世帯等を対象に安否確認も含めて週一回ご自宅にお電話し、 

お話をお伺いした。 

実施日時：毎週月曜日（※祝日・年末年始除く） 

     １部：午前１０時～１１時  

２部：午前１１時～１２時                                                       

 令和３年度 

活動件数 ４６ 

活動人数 １０３ 

登録者 １１ 

  

③定例会の開催（毎月第２金曜日 午前１０時より） 

内容：活動報告、活動日程の調整等 

令和３年度 計９回実施 

 

 

 



                     

④Café たねまき運営のボランティア活動 

地域の居場所づくり事業として、「NPO 法人せかんど」と共同で活動を行った。 

開催日時：毎月第４水曜日 9：30～11：00 

※５月～６月、８月～９月、１～３月は新型コロナウイルスの影響により中止 

 令和２年度 令和３年度 

利用者 １１８ ２１８ 

世話人 ２１ ２７ 

実施回数 ５ ５ 

 

⑤第１５回たかいしボランティア・市民活動フェスティバル 

開催日：令和４年３月５日（土） 

内 容：展示部門（DVD上映）にて参加。傾聴を行っている様子や定例会、 

Café たねまきの様子を動画で撮影し、当日ステージで上映された。 

 

８．第１５回たかいしボランティア・市民活動フェスティバル 

    市内ボランティア・市民活動の啓発・宣伝及び市民のボランティア・市民活動へ

の参加促進一環として、ボランティア・市民活動フェスティバル実行委員会並びに

高石市ボランティア連絡会との共催、高石市教育委員会、アプラたかいしの後援に

より標記事業を実施した。 

今年度も、新型コロナウイルスの影響に伴い、感染防止対策を随所で行い、映像

での活動啓発、また来場者が安心してステージを鑑賞できるよう、観客席の工夫ま

た、ホワイエでは、各団体の啓発を兼ねたお土産の配布などを行った。 

   日 時：令和４年３月５日（土）午前１０時～午後３時 

   場 所：アプラたかいし 大ホール・ホワイエ 

   内 容： 

（大ホール）各ボランティアグループの活動発表及び、 

グループ紹介をＤＶＤ（※事前に撮影しものを編集）にて上映 

    （ホワイエ）ボランティア連絡会、民生委員児童委員協議会、日本赤十字社、 

更生保護女性会、地域包括支援センター等による啓発コーナー 

来場者数 ８７０名 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     

９．ボランティア体験プログラム（チャレボラ）の開催 

内 容：視聴覚障がいについて理解し、障がいを持つ方を支援するきっかけづくり 

開催日：令和３年８月３日（火） 

『耳が聞こえない生活って？聴導犬アーミーとの生活』 

      講  師：NPO法人 MAMIE 

      参加者数：２３名 

令和３年８月４日（水） 

『手話のミニ講座』 

  講  師：手話サークルまつぼっくり 

  参加者数：１０名 

    令和３年８月１７日（火） 

『音訳のミニ講座』 

講  師：音訳ボランティアひさご会 

      参加者数：１１名 

    令和３年８月１８日（水） 

『点訳のミニ講座』 

      講  師：点訳グループ 

      参加者数：１１名 

 

 

 

１０．ボランティア表彰 

  令和３年度大阪府社会福祉大会において２グループが表彰を受け、 

また新たに産経新聞厚生文化事業団より１グループが表彰を受けた。 

  ◇ボランティア功労者に対する厚生労働大臣表彰 

          点訳グループ 

 

◇大阪府社会福祉ボランティアに対する大阪府知事表彰 

          大正琴「歩み」 

 

◇善意の活動の対する産経市民の社会福祉賞 

     たかいし生活支援サポーター「町の便利屋さん」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     

１１.ボランティア交流会 

    ボランティア同士の交流や情報交換を目的として、 

高石市ボランティア連絡会との共催により開催。 

   開催日：令和３年６月２５日（金） 

場 所：市役所別館３階 多目的ホール 

内 容：防災教室（大阪ガスネットワークカンパニー） 

とグループワーク 

参加者：４６名 

 

 

 

１２.ボランティア研修会 

（１）ボランティア防災活動勉強会 

開催日：令和３年１１月１２日（金） 

 内 容：新型コロナウイルスの感染拡大により、管外研修会を開催することが難し 

かったため、防災勉強会を開催した。『高石市総合防災マップ』の活用方法等

をご講義いただき、防災に対する正しい知識を身につけ、さらに防災意

識を高める事により、日常生活やボランティア活動等に活かす。  

参加者：５４名  

 

（２）「令和３年度 傾聴ボランティア養成講座」 

１回目：１２月３日（金） 

「ボランティアの心構え」「傾聴ボランティアとは？」 

講師：高石市社会福祉協議会職員 

        吹田傾聴「ほほえみ」代表 長谷川美津代氏 

 

２回目：１２月３日（金） 

「傾聴を体験してみよう！ 

（簡単なロールプレイ）」 

講師：吹田傾聴「ほほえみ」代表 長谷川美津代氏 

 ３回目：１２月６日（月） 

「活動に向けての注意点等」 

     講師：吹田傾聴「ほほえみ」代表 長谷川美津代氏 

 ４回目：１２月８日（水） 

「傾聴のスキルを使ってロールプレイ」 

     講師：吹田傾聴「ほほえみ」代表 長谷川美津代氏 

 ５回目：１２月１３日（月） 

「認知症高齢者への接し方」  

     講師：アムール高石 統括責任者 米谷正次氏 

参 加 者：１６名 

 

 

 

 

 



                     

１３.大阪府市町村ボランティア連絡会の活動 

大阪府内の市町村社会福祉協議会に所属するボランティア連絡会が会員として加

盟しており、情報交換や相互の交流を図ることにより、ボランティア活動の発展と

地域福祉の向上を目指すことを目的とする組織。 

（１）総 会  

 開催日：令和３年５月２６日（水） 

 場 所：各会場からオンライン 

 内 容：令和２年度事業報告及び決算、令和３年度事業計画及び予算、役員改選 

 ※高石市ボランティア連絡会の銭廣会長が大阪府市町村ボランティア連絡会の 

会長となる（任期２年）。 

 

（２）役員会 

開催日：令和３年５月２６日、７月１５日、９月９日、１０月２２日、 

１１月２４日、１２月２４日、令和４年３月１８日 

内 容：周年事業、令和４年度事業計画、予算等 

 

（３）周年事業「２５周年のつどい inZOOM」 

開催日：令和３年１２月１日（水） 

場 所：ボランティアセンター（オンライン） 

参加者：１０名 

内 容：大阪府市町村ボランティア連絡会が 

設立２５周年を記念し、周年事業を開催した。 

記念講演、活動発表、特別企画など。 

 

（４）代表者会議 

開催日：令和４年１月２８日(金) 

参加者：３名 

内 容：令和３年度の事業及び会計報告、令和４年度の事業計画及び予算等 

 

  



                     

介護保険事業 

１．訪問介護事業 

訪問介護事業は、介護報酬のマイナス改定による収入減額及び人手不足等により、

安全・安心なサービス提供が困難になったため、令和３年１２月３１日付けをもっ

て、地域包括支援センター、居宅介護支援事業所等のご協力・ご支援を頂き、すべ

ての利用者様を他事業所に移行を行い、廃業とした。 

（１）訪問介護利用者数 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

利用

者数 

介護 ２２ ２１ ２１ ２１ ２１ ２０ １７ 

予防・ 

総合 
２０ ２１ １９ １７ １６ １６ １３ 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合  計 月平均 

利用

者数 

介護 １３ １０ ━ ━ ━ １６６ １８.４ 

予防・ 

総合 ８ ４ ━ ━ ━ １３４ １４.８ 

総合計 月平均 

３００ ３３.３ 

 

（２） 要介護度別利用者数 

 区 分 
総合事業 

予防給付    
要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合 計 

利用者数 ４ ７ ２ １ ０ ０ １４ 

                              令和３年１２月現在 

 

２．居宅介護支援事業 

   要介護認定者に対して充分なアセスメントを行い、適切な居宅介護支援計画 

（ケアプラン）の作成や認定調査事業などを実施した。 

（１） 居宅介護支援計画作成者数 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

利用

者数 

介護 ３７ ３５ ３６ ３６ ３８ ３５ ３６ 

予防 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合  計 月平均 

利用

者数 

介護 ３７ ３９ ３５ ３３ ３３ ４３０ ３５.８ 

予防 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 

（２） 要介護度別利用者件数 

区 分 要支援 1   要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

利用者数 ０ ０ １５ ６ ６ ５ ２ ３４ 

令和４年３月現在 

 



                     

（３） 要介護認定訪問調査受託件数 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

利用者数 ７ ５ ５ １０ ７ ６ ６ 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 月平均 

利用者数 ５ ９ ６ ７ ６ ７９ ６.５ 

   

 

障害者総合支援事業 

１．計画相談支援事業 

   相談支援専門員を配置し、障がい者等の相談に応じ、助言や連絡調整等の必要な

支援を行うほか、サービス利用計画（トータルプラン）作成を実施した。 

（１）サービス等利用計画給付請求件数            担当ケース数：６２件 

 

 

 

 

 

 

（２）サービス等利用者計画担当利用者数 

区分 身体障がい 知的障がい 精神障がい 障がい児 難病等 合計 

利用者数 １０ ３５ １５ ２ ０ ６２ 

令和４年３月現在 

 

２．居宅介護・重度訪問介護・同行援護事業（障がい福祉ｻｰﾋﾞｽ） 

    令和３年１２月３１日付けをもって、基幹相談支援センター、計画相談支援事業

所等のご協力・ご支援を頂き、すべての利用者様を他事業所に移行を行い、廃業と

した。 

（１）障がい福祉ｻｰﾋﾞｽ利用者数 

居宅：居宅介護事業  同行：同行援護・移動支援事業 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

居 宅 １２ １１ １１ １１ ９ ９ ８ 

同 行 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 月平均 

居 宅 ８ ７ ━ ━ ━ ８６ ９.５ 

同 行 ２ １ ━ ━ ━ １７ １.８ 

 

 

 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

請求件数 １９ １ ２４ １８ １６ １７ ４ 

月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 月平均 

請求件数 １５ ７ １６ １７ ２１ １７５ １４.６ 



                     

高齢者見守り支援事業 

    福祉有資格者によるお一人暮らし世帯を中心に、訪問活動による安否確認及び関係機

関との連携による支援を実施した。 
 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

安否確認 

件数 
５６３ ４１６ ７７８ ５８４ ６８０ ７１４ ８４２ 

訪問相談 

活動時間

（分） 

5,460 6,045 8,425 6,305 7,355 8,695 9,435 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 月平均 

安否確認 

件数 
８６１ ７４１ ８２５ ７３８ ８３３ 8,575 714.6 

訪問相談 

活動時間

（分） 

9,830 5,235 9,100 7,835 9,560 93,280 7,773.3 

 

 ◇見守り・安否確認対象者数                  （総数９５６名） 

千代田 

地区 

高師浜 

地区 
羽衣地区 

東羽衣 

地区 
加茂地区 綾園地区 

西取石 

地区 
取石地区 

１１８ ７８ １００ １３２ ９３ ２２３ ９０ １２２ 

 

高石市福祉施設連絡会の運営 

市内の福祉施設と連携し、より一層の地域福祉推進を図るため福祉施設連絡会を設立

し、取組を進めた。 

・構成団体 １１団体 

日 程 内    容 

講師派遣 たかいしファミリーサポートセンター養成講習会 

 テーマ：「子どもの栄養と食生活」 

  第１回 令和３年１１月１８日（木）  

講師：取石南こども園 栄養士 荒木 真希氏 

 

災害ボランティア支援事業 

１.災害ボランティアセンター設置訓練 

高石市主催の地震津波総合避難訓練が１１月５日に行われ、関係団体のご協力のもと、

『避難・安否・啓発』テーマを掲げ、地震・津波避難に主眼をおいた災害ボランティア

センターの設置訓練を行った。 

   実施日時 １１月５日（金）  

１３：３０～１５：３０ 

   実施場所 広域避難地 鴨公園周辺 



                     

在宅生活支援事業 

 

１．高齢者配食サービス事業 

在宅高齢者の生活支援と生活の質の向上を図るとともに、独居高齢者等の安否確認

を行なうことを目的として、本事業を高石市から受託実施した。 

   なお、調理業者をまごころ弁当に依頼し、新鮮な食材を中心とした家庭的な配食の 

実施に取り組んだ。 
 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

利用者数 ３４ ３６ ３７ ３９ ４３ ４１ ４１ 

配食数 ４７９ ４３７ ５５１ ５３５ ５６４ ５５４ ５６１ 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合 計 月平均 

利用者数 ４３ ４０ ３８ ３８ ３６ ４６６ ３８.８ 

配食数 ５５０ ５８８ ４９６ ４６５ ５５５ ６,３３５ ５２７.９ 

 

・申請者数 １８名（内決定者１８名 却下０名） 

 ・配食サービス担当ケース会議 開催回数 １８回 
 

２．日常生活自立支援事業 

認知症や知的障がい・精神障がいなどにより、日常生活を送る上での判断に支援を

要する方々に対して、専門員及び生活支援員による福祉サービスの利用援助や金銭管

理等のサービスを提供し、安心した生活を送ることができるよう支援を行った。 

   なお、利用契約締結者等は以下のとおり。 

利用契約締結件数 ５３ 
（３月末現在） 

新規利用者数   ２０ 

終了者数   １０ 

相談件数 ９０ 活動件数  ９４４ 

 

３．福祉車両貸与事業 

外出に介助を必要とする高齢者や身体障がい者(児)等やその家族を対象とし、福祉

車両の貸出を行うことにより外出の機会の提供を行った。 
 

    ＊令和 3年度 新型コロナウイルス感染症により休止 

 

 



                     

老人福祉センター運営事業（指定管理事業） 

   緊急事態宣言による休館実施中においても、地域の居場所と高齢者の安否と健康管

理を 1 年通して実施 

 

 緊急事態宣言が出され、多くの高齢者施設が閉館する中、老人福祉センターは安否

確認と清潔保持を目的に入浴サービスを継続的に実施した。 

また、十分に感染予防対策を行い、市と協議を行いながら老人福祉センターの再開

をし、社会的孤立の回避に努めた。 
 

１．利用者数及びクラブ数（同好会含む） 

 瑞 松 苑 菊 寿 苑 慶 翠 苑 合  計 

利用者数 
２５,１０３ 

（２３,０１９） 

１１,５０２ 

（１０,９３２） 

１７,７１６ 

（１４,２２０） 

５４,３２１ 

（４８,１７１） 

新規 

利用者数 
２３ １６ ３４ ７３ 

クラブ数 １１ ８  １０ ２９ 

※（ ）内は、令和２年度の利用者数 
 

２．取り組み内容 

徹底した検温 

チェックの実施 
非接触型検温機の設置 

清潔保持の 

入浴サービス支援 

密を回避する為予約制の導入 入室人数の制限、荷物置き棚、

手摺や扉の消毒、脱衣室、浴室の換気 

消毒液の設置 
出入り口、受付、トイレ、各部屋の出入り口、 

マッサージ機、電位治療器消毒用ペーパーの設置 

感染予防対策 

の普及、啓発、研修

の実施 

手洗い、うがい、マスク着用、消毒など 

感染予防対策について重要性の説明及びポスターの掲示 

感染予防厚生労働省発行物の掲示 

社会的孤立対策の 

実施 

入室人数の制限や人と人との間隔を十分開ける等 1 年を通し

て換気、感染予防対策を十分行い、クラブ活動や趣味の活動の

支援を実施 マッサージ機、電位治療器の開放 

フレイル解消対策の 

実施 
百歳体操、わくわく体操を実施 延べ１，７７８人参加 

安否確認、健康管理

の実施 
随時、血圧測定 健康相談 体組成計測の実地 



                     

地域包括支援センター運営事業  

   地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助を行うことにより、

地域住民の保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援することを目的として、保

健師・社会福祉士・主任介護支援専門員の３職種を中心に、基本業務の「介護予防マ

ネジメント事業」、「総合相談支援事業」、「権利擁護事業」、「包括的・継続的ケアマネ

ジメント事業」の充実に取り組み、誰もが住み慣れた地域でその人らしい生活ができ

るように、多種多様な機関の協力を得ながら、『高齢者等 SOS ネットワーク事業連絡

会』、『認知症サポーター養成講座』等を実施し、中核機関として地域包括ケアシステ

ムの構築に取組んだ。 
 

１．包括的支援事業 

（１）総合相談支援事業 

      地域の高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続すること

ができるように相談に応じ、どのような支援が必要かを把握することで、地域

における適切なサービス、関係機関及び制度の利用につながるよう支援を行っ

た。 

① 相談方法（初回相談のみ） 

来 所 訪 問 電 話 文 書 その他 合 計 

３４４ １９１ ３９６ １５ ２０ ９６６ 

② 相談者（初回相談のみ） 

本 人 家 族 親 類 
高石社協 

（生活支援 C） 
介護支援専門員 

２９０ ２８５ ９ ４９ ７８ 

計画相談支援 

事業所 
在宅福祉事業所 医療機関 

他地域包括支援

センター 

他基幹相談支援 

センター 

３ １２ ４９ ２ ０ 
福祉事務所 

（市役所） 
警察署 生活関連 関係機関 福祉施設 

４３ ２３ ２５ １１ １４ 

福祉・民生委員 近隣・知人 その他 合 計 

３１ ３１ １１ ９６６ 

③ 相談内容（延べ数） 

なんでも相談 
介護相談 

(介護方法等)) 

介護保険 

サービス 
SOS登録相談 徘徊支援 ﾌｫー ﾏﾙｻー ﾋ゙ ｽ 

９５１ ６０３ ５９１ １２ １９ ２５６ 

 ｲﾝﾌｫー ﾏﾙｻー ﾋ゙ ｽ 安否確認支援 
 生活困窮支

援 

虐待・権利擁

護 

日常生活自立

支援事業 

成年後見支

援 

１９３  ５５ ８３ ４７ ６８ ４６ 

認知症ケア 
消費者被害 

支援 

医療・健康相

談 

行政手続き支

援 

ケアマネジメ

ント支援 

講話等派遣

依頼 

４６ ６ ７６ ２１９ ５２ ３４ 

本事業問合せ その他 合 計 

９ １４３ ３,５０９ 



                     

２．権利擁護事業 

      地域の住民や民生委員、介護支援専門員などの支援だけでは十分に問題が解

決できない、適切なサービス等につなげる方法が見つからない等困難な状況に

ある高齢者が、地域において安心して尊厳のある生活を行うことができるよう、

成年後見制度の活用促進、高齢者虐待の防止とその対応、困難事例への対応、

消費者被害の防止・対応等の支援を行った。 
 

     (１) 対応述べ件数 １,２２７件  
 

     (２) 高齢者虐待防止支援検討会議 

         高齢者虐待対応協力者による個別の虐待事例に対する状況報告、援助

方針、援助内容、各機関の役割、主担当者、連絡体制等についての協議

を行うことを目的として、高齢者虐待防止支援検討会議を開催した。 
 

① 高齢者虐待防止支援者実数：７名 

② 高齢者虐待防止支援ケース検討会議開催回数：２０回 
 

     (３) 成年後見制度利用促進事業 

         認知症等によって判断能力の低下が見られる場合に、適切な介護サー

ビスの利用や金銭管理、法律的行為などの支援につなげるため、成年後

見制度開始審判手続き等の支援を行った。 
 

① 開始審判手続支援者数：２名 

 

３．介護予防マネジメント事業 

      二次予防高齢者が要介護状態等になることを予防するため、老人福祉センタ

ーの利用促進やコミュニティカフェの運営支援・講師派遣を行うなど、介護予

防事業が包括的かつ効率的に実施できるよう必要な援助を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     

  ４．包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

    (１) 担当地域ケア会議 

       高齢者が住み慣れた地域で、安心してできる限り自立した生活を送ること

ができるよう、要支援・要介護となるおそれのある高齢者又はその家族を対

象に、効果的な介護予防・生活支援サービスや地域の見守りシステム調整、

又は入退院時の関係機関間の調整を行うことを目的として、高石市担当地域

ケア会議を開催した。 
 

① サービス担当者会議開催支援会議 開催件数 ： ４４回 

                             参加者数 ：２９０名 
 

② 入退院時多職種連携検討会議     開催件数 ： ２６回 

                             参加者数 ：１７６名 
 

③ 成年後見活用促進会議           開催件数 ：  ５回 

                             参加者数 ： ２８名 

 

    (２) ケアマネジャー連絡会 

         市内でケアマネジメント支援活動をされている介護支援専門員を対象と

して、スーパーバイザー等の講師による研修会を中心に、専門職としての

資質の向上、利用者の立場に立ったケアマネジメント支援の向上及び業務

の質の向上を目的として、ケアマネジャー連絡会を開催した。 

 

開催日 内     容 参加人数 

3.6.23 

第１回 ケアマネジャー連絡会研修会       

・令和３年度介護報酬改定され支援する中で 

「確認したい事」「こういう場合はどうなるの

か？」「高石ではどうなのか？」等意見交換 

や情報共有を行う。 

４１名 

3.7.13 

介護支援専門員・相談支援員合同研修会開催 

「アルコール依存症の予防」・「アルコール依存症 

の治療と介入」 

３７名 

3.11.22  

第２回 ケアマネジャー連絡会研修会 

・「認知症の人の意思決定支援について」日常生活・ 

社会生活・在宅看取り等 ・事例を通じて意思決 

定支援の３要素について学ぶ 

８０名   

   

 

 



                     

 (３) 主任介護支援専門員連絡会 

市内の主任介護支援専門員との協働による組織で、介護支援専門員の資質

向上の研修会企画や事例検討会、法改正等の情報交換・共有等を図るために

連絡会を開催した。 

 

開催日 内     容 参加人数 

3.4.21 

第１回定例会 

・令和３年度主任介護支援専門員連絡会の活動に 

ついて 

・高石孤立ゼロプロジェクト事業についての説明 

・その他  

２０名 

3.5.19 

第２回定例会  

・令和３年度第１回介護支援専門員連絡会研修会 

について「確認したい事」「こういう場合はどう

なるのか？」  

・その他  

２１名 

3.6.16 

第３回定例会  

・事例検討  

・その他  

２１名 

3.7.21 

第４回定例会 

・居宅サービス計画書（第１表）考え方、記載の仕 

方について  

・令和３年度第２回介護支援専門員連絡会研修会 

について（１０月開催予定） ・その他  

１８名  

3.8.18 

第５回定例会（リモート） 

・介護報酬改定により「感染症や災害への対応強 

化」自然災害発生時の業務継続計画（BCP）作成 

について ・その他 

１６名 

3.9.15 

第６回定例会 

・「感染症や災害への対応力強化」として・災害時 

の社会資源等の情報共有  

・第２回介護支援専門員連絡会研修会について 

 ・その他 

１６名 

3.10.20 

第７回定例会 

・「福祉避難所について どう考えていけばよいの 

か？」 

・第２回介護支援専門員連絡会研修会について 

・その他 

１５名 



                     

開催日 内     容 参加人数 

3.11.17 
第８回定例会 

・事例検討 ２事例 
１６名 

3.12.15 

第９回定例会 

・令和３年度介護報酬改定について振り返り 

 ・日常のケアマネ業務の中で「困った事」「こんな 

事が大変だった」等ケアマネとしてどのように 

対応したのか、又はどのように対応すればよか 

ったのか等意見交換 

１６名 

4.1.19 

第１０回定例会 

・令和３年度介護報酬改定について振り返り 

（第２回）・その他 

１３名 

4.2.16 

第１１回定例会 

・成年後見制度の活用方法について 

・包括であった事例 ケアマネとの連携等  

・その他 

１９名 

4.3.16 

第１２回定例会 

・令和３年度の振り返り 

・令和４年度の活動について 

・その他 

２７名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     

(４) 高齢者等 SOSネットワーク事業連絡会 

          徘徊している認知症高齢者等を早期に発見し、事故等の発生を防ぐた

めに、関係行政機関（市役所・警察等）や、身近な生活に関わる商店

等の協力を得て、早期発見のための協力連携の確保・連絡網等の整備

（ネットワークの構築）や認知症ケアの広報啓発等を目的として、連

絡会を開催した。 

見守り支援事業登録者・協力団体数 

①  登録者数  ３１１名  

②  登録団体数 １７１団体 

③  市内発令件数  ２件 

開催日 内      容 参加人数 

3.5.26 

第１回 

・令和２年度高石市高齢者等ＳＯＳネットワー

ク事業の活動状況について 

・令和２年度認知症サポーター養成講座 

・キャラバンメイトの活動状況について    

・令和 3年度 事業計画（案）について 

・その他  

１７名 

3.8.25  

第２回 

・SOSネットワーク事業の活動状況について 

・認知症サポーター養成講座、キャラバンメイト

の活動状況について 

・その他  

１６名 

3.11.24 

第３回 

・SOSネットワーク事業の活動状況について 

・認知症サポーター養成講座、キャラバンメイト

の活動状況について 

・その他 

１５名 

 

(５) 認知症初期集中支援チーム員会議 

認知症の初期に大切な時期（約６ヶ月間）に 医療や介護の専門職に

つなぐことで、認知症の進行を防ぐことを目的として、支援を検討する

会議を開催した。 

開催日 内      容 参加人数 

4.1.18 

初期集中チームの会議は行えていないが、以前 

からサービスを必要とするがつながってなかっ 

た N.Y氏のサービスをつなぐ事が出来た。 

６名 



                     

（６）認知症サポーター100万人キャラバン事業 

厚生労働省が推進する「認知症を知り地域をつくる１０カ年」キャンペー

ンの一環で、「認知症サポーター100万人キャラバン事業」を展開し、認知症

について正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り、支援する「認知症

サポーター」を養成し、認知症になっても安心して暮らせるまち作りの目的

に賛同し、養成講座を実施した。 

 

① サポーター養成総数：９,５６３名 

② 令和３度サポーター養成人数：６３６名 

③ サポーター養成講座開催回数：１１回（総回数２６６回） 

④ 講師役養成講座回数：０回（総回数４回） 

⑤ キャラバン・メイト講師派遣数：２４名 

⑥ キャラバン・メイト養成講座０回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日 内     容 参加人数 

3.6.21 
認知症サポーター養成講座 

 取石中学校（中学生向け）にて実施 
１５４名 

3.7.7 
認知症サポーター養成講座 

大阪信用金庫南支店（社会人向け）にて実施 
１０名 

3.9.7 
認知症サポーター養成講座 

 南海福祉専門学校（福祉専門職向け）にて実施 
３５名 

3.9.28 
認知症サポーター養成講座 

 高石小学校（小学校向け）にて実施 

 

４２名 

3.10.4 

認知症サポーター養成講座 

 大阪シルバー人材センター（社会市民向け） 

にて実施 

１０名 

3.10.12 
認知症サポーター養成講座 

 取石小学校（小学校向け）にて実施 
７９名 

3.10.15 
認知症サポーター養成講座 

 清高小学校（小学生向け）にて実施 
４７名 

3.10.15 
認知症サポーター養成講座 

 アムール高石（福祉専門職向け）にて実施 
１５名 

3.11.11 
認知症サポーター養成講座 

 清高小学校（小学校向け）にて実施 
５４名 

3.11.15 
認知症サポーター養成講座 

 高石中学校（中学生向け）にて実施 
１７５名 

3.11.18 
認知症サポーター養成講座 

きのすら（障がい者作業所向け）にて実施 
１５名 



                     

（７）介護者家族の会 ＜きくチャンの会＞ 

       認知症を有する家族を介護している方（家族）、介護を必要とする認知症の 

方、高齢者・障がい者など要介護者を介護している方（家族）が、相互の親 

睦を図るとともに、関係機関・団体との連携を密にし、要介護者と介護者（家 

族）の福祉向上を図ることを目的とし、平成 27年に自主的な組織として設立 

した。事務局として運営を支援する。 

 

開催回数 ：    ９回 

のべ参加人数：７７名 

   

 

 

                                                                         

（８）啓発活動等                       

① 防災訓練 

         第１１回高石市地震・津波総合避難訓練に参加し、認知症に関する啓

発を行った。 

開催日：令和３年１１月５日（金） 

場 所：鴨公園 
 

 

 

 

② 出前相談会 

         池田泉州銀行高石支店内で、認知症の啓発・福祉のなんでも相談会を

行った。 

          開催日：令和３年１２月１６日（木） 

          場 所：池田泉州銀行高石支店 

   

   

 

 

③ 介護福祉フェア   

     第１５回たかいしボランティア・市民活動フェスティバルと同時開催。 

映像による福祉事業所の紹介、福祉のなんでも相談会を行った。 
 

      開催日：令和４年３月５日（土）  

場 所：アプラたかいし ホワイエ 

   

 

 
 



                     

  （９） 認知症地域支援推進員事業 

       認知症になっても住み慣れた地域で暮らせる仕組みづくりを推進するため、 

認知症理解のための啓発活動、関係機関と情報交換や連絡会の開催など行う。 

 

        認知症地域支援推進員配置数：２名（地域包括支援センター業務兼務） 

 

① 認知症啓発事業 

       

② ネットワーク構築事業  

   

③ 認知症に関する相談支援事業 

       

 

 

 

 

 

 

 
（１０）VIVIANA（げんき）通信の発行 

              市内の薬局、老人福祉センター等に設置、また地域のコミュニティカフェ   

やサロン、見守り訪問活動の際に配布した。 

 

 

 

 

 

配布部数 ６,４０５ 

認知症サポーター養成講座 １１回 小中学校、企業など 

その他 １５回 
小中学校福祉教育、防災訓練、 

介護福祉フェアなど 

関係機関支援調整連絡会 １回 認知症初期集中支援チーム員会議 

地域ケア会議参加 １２回 多機関協働地域包括ケア会議 

認知症支援連絡会参加 ３回 高齢者等ＳＯＳネットワーク事業連絡会 

その他 ９回 介護者家族の会 

相談支援件数 ４６件 

４月 廃用症候群について 
１０月 インフルエンザについて 

６月 熱中症について １２月 認知症と物忘れについて 

８月 誤嚥性肺炎と嚥下について 
２月 ヒートショックについて 



                     

(１１) 参加会議 

        運営推進会議 市内地域密着型サービス事業者による開催 

          参加回数：３６回（書面開催含む） 
 

   （１２） 高石市地域包括ケアフォーラム事業 

        地域包括ケアシステムの構築に向け、国が策定した「人生の最終段階に 

       おける医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」等を参考に、 

住民が住み慣れた地域で自分らしい暮らしをどのように過ごし、どのよう 

な人生の最期をむかえるかを考える「人生会議」について理解が深まるよ 

う「地域包括ケアフオーラム」を開催した。 
 

開催日：令和４年３月１８日（金）  

場 所：アプラたかいし 大ホール 

 

 

 

 

指定介護予防支援（予防給付）事業 

介護保険における予防給付の対象となる要支援者が、介護予防サービス等を   

適切に利用できるよう、その心身の状況、その置かれている環境等を勘案し、介

護予防サービス計画を作成するとともに、当該介護予防サービス計画に基づく指

定介護サービス等の提供が確保されるよう、介護予防サービス事業者等関係機関

との連絡調整などを行った。 
 

   (１) 介護予防支援計画作成者数 

総件数 １１，０２６ 割 合 

 地域包括 

作成数 
９,５８１ ８６.８％ 

委託 

作成数 
１,４４５ １３.２％ 

 

 (２) 介護予防支援計画作成者内訳 

月 総 件 数 地域包括作成数 割 合 

４ ９２１ ７９７ ８６.５％ 

７ ９２１ ７９３ ８６.１％ 

１０ ９３７ ８２３ ８７.８％ 

３ ９１１ ７９６ ８７.４％ 
 

(３) 要介護認定訪問調査受託件数 

総件数 高石市分 市外分 

３１２ ２９５ １７  



                     

障がい者基幹相談支援センター運営業務 

障がいの種別や特性にとらわれることなく、各種のニーズに対応し、障がい者・児

の心身の健康の保持及び生活の安定、または自立した生活及び社会生活を営めるため

に地域においての相談支援の中核的な役割を担う機関として、看護師・社会福祉士・

相談支援専門員の 3 職種を中心に「総合的・専門的な相談支援業務」、「地域の相談支

援体制強化業務」「地域移行・地域定着の促進への取組業務」「権利擁護・虐待防止支

援業務」などの充実に取り組み、多種多様な機関と連携を図りながら、中核機関とし

て共生社会の実現に向け取組んだ。 
 

地域生活支援事業 
１．総合的・専門的な相談支援業務 

    地域の障がい者・児が住み慣れた地域で安心して自分らしい生活または社会生活を

営み、継続できるように相談に応じ、その方の必要な支援を把握することで、適切な

サービス、関係機関及び制度の利用につながるよう支援を行った。 
 

   （１）相談方法（初回相談のみ） 

来 所 訪 問 電 話 メール 文 書 
出 張 

相 談 

コ ミ カ

フェ等 
その他 合 計 

１６９ ３９ １５０ ０ １ ０ ０ １ ３６０ 

 

   （２）相談者（初回相談のみ） 

本 人 家 族 親 類 
高石社協 

（地域包括支援C） 

計画相談支援 

事業所 

７１ ７８ ５ ４１ ４７ 

在宅福祉事業所 福祉施設 
他基幹相談 

支援センター 

福祉事務所 

 （市役所） 
警察署 

８ ３ ２ ３９ ７ 

関係機関 福祉・民生委員 近隣・知人 その他 合 計 

４８ ５ ４ ２ ３６０ 

 

   （３）本人状況（初回相談のみ） 

    ＜障がい者＞ 

身体障がい者 
重症心身   

障がい者 
知的障がい者 

知 的 障 が い 者 

疑い 
精神障がい者 

３６ ２ ６４ ４ １６５ 

精 神 障 が い 者 

疑い 

高次能機能  

障がい者 
難病疾病者 その他（不詳） 合 計 

３４ １ １ １９ ３２６ 

   

 

 

 



                     

＜障がい児＞ 

身体   

障がい児 

重症心身  

障がい児 
知的   

障がい児 

知的 

障がい児疑

い 

精神   

障がい児 

精神障がい

児疑い 

５ １ １０ ０ ３ １ 

発達   

障がい児 

発達障がい

児疑い 

高次能機能 

障がい児 
難病疾病児 

その他 

（不詳） 
合 計 

７ ５ ０ ０ ２ ３４ 

 

 （４）相談内容 
福祉サー

ビス利用

等 

障がい・ 

病状の理

解 

健康・医療 

不安の解

消・情緒安

定 

保 育 ・ 

教 育 

家 族 ・  

人間関係 

家計・経

済・年金・ 

２０５ ２７５ １６４ ２６９ ５１ １９９ ６５ 

年金手当 生活保護 生活技術 金銭管理 就 労 
社会参加・

余暇活動 
権利擁護 

日常生活自立

支援事業（金銭

管理支援） 

２７ ３３ １８３ ３３ ５３ ５２ ２６ ３３ 

成年後見制

度（説明・

申立） 

虐待防止 

支援 
徘徊支援 

ケアマネジ

メント支援 

地 域 移

行・地域

密着支援 

本事業  

問合せ 
その他 合 計 

１６ ２８ １ ８５ １４ ５ １３ １,８３０ 

 

 

２．地域の相談支援体制強化業務 
  （１）担当地域ケア会議 

障がい者・児が住み慣れた地域で、安心して自立した生活または社会生活が営

めるように、障がい者・児またはその家族を対象に、効果的な生活支援サービス

や地域の見守りシステムの調整、または入退院・施設入退所の関係機関間の調整

を行うことを目的とし、地域の相談支援機関や市外の相談支援機関および多種多

様な関係機関との連携会議を開催した。 

 

①  サービス担当者会議開催参加支援会議    開催参加件数 ：１５９件 

                           参 加 者 数 ：７２１名 

 

②  入退院時・施設入退所時多職種連携会議   開催参加件数 ：   ７件 

                           参 加 者 数 ： ５８名 

 

③  困難事例等支援会議            開催参加件数 ： ９１件 

                           参 加 者 数 ：４７３名 

  

  

 

 



                     

（２）泉州地域障がい者基幹相談支援センター連絡会 

      泉州地域の障がい者基幹相談支援センターなどが連携し、お互いの知識及

び技術の交流並びに研修などを行うことを通じて、泉州地域の障がい者・児

に対し、健全で質の高いサービスを提供する環境を整えることにより、地域

で暮らす障がい者・児の福祉の増進に寄与することを目的とし、泉州地域障

がい者基幹相談支援センター連絡会に参加した。 

   

【参加市町村：貝塚市、岸和田市、和泉市、泉佐野市、高石市】 

開催日 内   容 参加人数 

3.8.27 

第１回定例会 

・相談支援事業所等の情報交換 

・社会資源の情報交換 

・各市における取組  ・その他 

１０名 

4.2.25 

第２回定例会 

・相談支援事業所等の情報交換 

・社会資源の情報交換 

・合同研修会開催について ・その他 

 ９名 

4.3.28 
 

合同研修会の打ち合わせ ８名 

 

   （３）障がい者自立支援協議会 

 

開催日 内   容 参加人数 

 

 

3.6.30 

第１回定例会 

・自立支援協議会の趣旨説明 

・委員紹介 

・会長の選出について 

・団体の活動紹介 

・事例紹介（２例）   ・その他 

 

 

２６名 

   

＊第２回定例会は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった 

    

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  



                     

（４）障がい者自立支援協議会専門部会 

 

開催日 内    容 参加人数 

 

 

 

3.4.28 

第 1回 相談支援部会 

・自己紹介 

・高石市孤立ゼロプロジェクト事業の説明、訪問サポー

ター活動への協力のお願い 

・同一事業所、ハローライトについて説明 

・自立支援協議会の進捗状況、メンバー構成につい

て ・その他 

 

 

 

１６名 

 

3.8.5 

第 1回 地域移行・居住生活支援部会 

・自己紹介 

・緊急時居宅確保事業について ・その他 

 

２３名 

 

 

3.8.30 

第２回 地域移行・居住生活支援部会 

・緊急時居宅確保事業について（各関係機関から回答） 

・部会長・副部会長選出 

・病院からみた地域移行とは 

・今後の取り組みについて   ・その他 

 

 

２１名 

 

 

 

3.9.8 

第２回 相談支援部会 

・高石市孤立ゼロプロジェクト事業について 

・部会長、副部会長の選出について 

・相談支援事業の請求等について 

・同一事業所について 

・今後の部会の取り組みについて ・その他 

 

 

 

２１名 

 

 

3.9.29 

第 1回 就労支援部会 

・部会長、副部会長の選出 

・アンケート結果をもとに部会のテーマを選出 

・資源マップの作成について  ・その他 

 

 

１４名 

 

 

3.11.2 

第 1回 児童支援部会 

・自己紹介 

・部会長、副部会長の選出について 

・今後のテーマ      ・その他 

 

 

２０名 

 

 

3.12.15 

第３回 相談支援部会 

・自己紹介 

・小グループディスカッション 

・ニーズの把握、今後の部会について 

・行政からのお知らせ   ・その他 

 

 

２１名 

 

 

3.12.23 

第２回 就労支援部会 

・前回発案の進捗状況について 

・部会の取り組みについて 

・研修会開催にあたってのテーマの募集 

 

 

１９名 



                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

（５）ネットワーク構築連携 

開催日 内    容 参加人数 

3.4.27 第 1回 生活困窮・他機関協働地域包括ケア会議参加 １３名 

3.5.26 高齢者等 SOSネットワーク事業連絡会（オンライン）参加 １７名 

3.8.27 泉州地域障害者基幹相談支援センター連絡会参加 １０名 

3.11.15 
市民向け児童発達支援・放課後等デイサービス等の事業所

紹介に参加 
４６名 

 

（６）研修会 

市の担当課を招き、社会福祉協議会、地域包括支援センター、基幹相談支援セ

ンター職員を対象にし、専門職としての資質と向上を目的とした、障がい福祉サ

ービスの研修会を開催した。 

開催日  内    容 参加人数 

3.10.16 
「アルコール関連問題の地域包括ケアを考える」研修会で

講師役として参加 
７５名 

 

（７）啓発活動等 

       ① 取石中学校２年生への福祉教育 

         開 催 日：令和３年６月２１日（月） 

        場    所：取石中学校 

 

② 高石小学校４年生への福祉教育 

       開 催 日：令和３年９月２８日（火） 

         場    所：高石小学校 

      

  ③ 清高小学校４年生への福祉教育 

開 催 日：令和３年１０月７日（木） 

         場    所：清高小学校 

 



                     

④ 取石小学校４年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１０月１２日（火） 

      場  所：取石小学校 

      

⑤ 取石小学校４年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１０月１３日（水） 

      場  所：高石小学校 

      

⑥ 清高小学校５年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１０月１５日（金） 

      場  所：高石小学校 

      

⑦ 高陽小学校４年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１０月２１日（木） 

      場  所：高石小学校     

  

⑧ 防災時避難訓練 

      開 催 日：令和３年１１月５日（金） 

      場  所：加茂公園 

      

⑨ 加茂小学校４年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１１月９日（火） 

      場  所：加茂小学校 

      

⑩ 清高小学校６年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１１月１１日（木） 

      場  所：清高小学校 

 

⑪ 高石中学校１年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１１月１５日（月） 

      場  所：高石中学校 

 

⑫ 清高小学校３年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１１月２５日（木） 

      場  所：清高小学校 

      

⑬ 東羽衣小学校３年生への福祉教育 

      開 催 日：令和３年１１月２６日（金） 

      場  所：東羽衣小学校 

      

⑭ ボランティアフェスティバルでの啓発活動 

      開 催 日：令和４年３月５日（土） 

      場  所：アプラ大ホール 

      

⑮ 健康フェスティバルでの啓発活動 

      開 催 日：令和４年３月２０日（日） 

      場  所：高石駅前 



                     

３．地域移行・地域定着の促進への取組業務 

    障がい者支援施設や病院等に入所又は入院している障がい者を対象に、住居の 

確保その他の地域生活へ移行するための支援に取組んだ。 

   

（１）精神科病院からの地域移行   ６名 

（２）一般病院からの地域移行    ０名 

 

４．権利擁護・虐待防止支援業務 

      本人や本人の家族、または地域住民や相談支援専門員などの支援だけでは十分

に問題を解決できない、適切なサービス等につなげる方法が見つからない等、困

難状況にある障がい者・児が、地域において安心して尊厳のある生活を送れるよ

うに成年後見制度・日常生活自立支援事業の利用促進、障がい者・児虐待の防止

とその対応、困難事例への対応、消費者被害の防止・対応などの支援を行った。 

 

（１）対応延べ件数  １９５件 

（２）障がい者・児虐待防止支援検討会議 

障がい者・児の虐待対応協力者による個別の虐待事例に対する状況報

告、援助方針、援助内容、各機関の役割、主担当者、連絡体制などにつ

いての協議を行うことを目的として、障がい者・児虐待防止支援検討会

議を開催した。 

 

       ① 障がい者・児虐待防止支援実数 ： ２３名 

       ② 障がい者・児虐待防止支援ケース検討会議開催回数 ： １８件 

 

（３）成年後見制度・日常生活自立支援事業利用促進業務 

精神障害や知的障害、認知症等によって判断能力の低下が見られる場合

に、適切な障がい福祉サービスの利用や金銭管理、法律的行為などの支援

につなげるため、成年後見制度および日常生活自立支援事業の対象になり

得る事案に対して積極的に介入し支援を行った。 

     

① 日常生活自立支援事業   ３３名 

② 成 年 後 見 制 度   １６名 

 

地域支援事業 

１．生活支援コーディネーター事業 

     高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備を推進していくことを目的と 

し、関係機関のネットワークや社会資源の活用・開発等を行い、コーディネート 

業務に取り組んだ。 

 

（１）生活支援コーディネーター配置数   

７名 

（介護ケアマネジメント業務兼務） 

 

 



                     

（２）居場所づくり事業（地域住民主体運営型） 

       

 

 

 

 参加者数 

世話人 ３５６ 

利用者 １,４４５ 

 

 

 

２．ネットワーク構築事業 

 参加回数 派遣人数 

地域調整会議 ２３４ ２９９ 

関係機関等連絡会 ２１ ６４ 

 

 

 

３．多機関協働の居場所づくり事業  

Café たねまき 

市役所別館１階のロビースペースを活用し、地域の誰もが集え、生活情報や

地域活動を知って頂く場づくりを目的と 

して、関係団体と協働で居場所づくり事業 

の企画・運営を進めた。 

日 時：毎週水曜日 9：30～11：00 

場 所：高石市社会福祉協議会 
 

 

 

     （１）利用状況  

＊４～６月・１～３月は、コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止、

開催数を減らしての開催。 

 

（２）協力団体 

・ＮＰＯ法人やまびこ（第１、第３水曜日） 

・ＮＰＯ法人コラール明日架（第２水曜日） 

・ＮＰＯ法人せかんど 

傾聴ボランティアグループ「えがお」（第４水曜日） 

 

 開 設 数 設立支援数 運営支援ヵ所数 スタッフ派遣数 

コミュニティカフェ ３７ ０ ６５ １３２ 



                     

４．フードバンク高石事業 

地域における子ども食堂運営団体、コミュニティサロン活動団体、社会福祉施設、

要支援生活者を支援する特定非営利活動法人および地域交流事業団体などに、活動

費の負担軽減を図り、併せて地域福祉の向上や世代間交流の場を確保するなど社会

福祉の推進を図ることを目的とし、食料品の無償提供を実施した。 
 

（１）食材支援回数 ３７回 

関西スーパーマーケット高石駅前店より、週 1回食材支援の提供を受

け、市内子ども食堂等に提供した。 

 

 

 

 

 

 

（２）食材提供先の団体数 ４８団体（延べ） 
       

（３）食材支援協力団体（１団体） 

       ・関西スーパーマーケット高石駅前店 

         （年間約５３３㎏）  

 

（４）地域からの支援協力（６名と２団体） 

        ・専門学校からレトルトカレー 

        ・子ども食堂使途目的での寄付金 合計 210,000円 

        ・カップ麺、スープ、缶詰などの食品 

        ・子ども食堂からのジュース 
 

 

 

 

 

 

 

 

（５）子ども食堂懇親会開催 ０回 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止。 

 

（６）子ども食堂・世代間交流実施団体  ８団体 

         今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、各団体が新し

い生活様式を取り入れ、お弁当のテイクアウト 

を実施された。   

      



                     

高石市「我が事・丸ごと」の地域づくり推進事業 

 
１．地域力強化推進事業 

(１)「我が事・丸ごと」の地域づくり 

高石校区、高陽校区において、住民の身近な圏域で住民が主体的に地域課題

を把握して解決を試みる体制づくりを行った。 
 

① 高石校区、高陽校区小地域包括化推進委員会の開催 

開催日 内     容 

3.5.10 

高陽校区五役会 

・見守り部会各地区の報告 

・その他 

3.8.10 

高陽校区五役会 

・ふれあい見守り登録カードについての報告 

・その他 

3.9.13 

高陽校区五役会 

・ふれあい見守り登録カードについての報告 

・その他 

3.10.11 

高陽校区五役会 

・ふれあい見守り登録カードについての報告 

・その他 

3.11.8 

高陽校区五役会 

・ふれあい見守り登録カードについての報告 

・その他 

3.12.13 

高陽校区五役会 

・ふれあい見守り登録カードについての報告 

・その他 

4.1.12 

高陽校区五役会 

・ふれあい見守り登録カードについての報告 

・その他 



                     

開催日 内     容 

4.2.14 

高陽校区五役会 

・ふれあい見守り登録カードについての報告 

・その他 

4.3.14 

高陽校区五役会 

・ふれあい見守り登録カードについての報告 

・その他 

      ※高石校区は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、開催中止。 

 

② 見守り支援（プライバシー保護）部会 

各種団体が協働し見守りが必要な地域住民（要援護者）に対し、個人

情報の保護に努めながら声かけ・見守り支援が円滑に行えるよう、情報

交換を行った。 

開催日 内     容 

3.7.14 

府営高石綾園住宅 地区懇談会 

・見守り活動の状況について 

・見守り活動の課題、今後の方向性について 

3.7.19 

高南 地区懇談会 

・見守り活動の状況について 

・見守り活動の課題、今後の方向性について 

3.7.20 

一区 地区懇談会 

・見守り活動の状況について 

・見守り活動の課題、今後の方向性 

について 

3.7.21 

二区 地区懇談会 

・見守り活動の状況について 

・見守り活動の課題、今後の方向性について 

3.8.6 

綾園七丁目 地区懇談会 

・見守り活動の状況について 

・見守り活動の課題、今後の方向性について 

 

 

 

 



                     

③ 地域課題の把握 

地域の課題を把握し情報共有や連携をはかるために、地域や各種団体

と訪問を行った。 

開催日 内     容 

3.4.16 
高陽校区 綾園七丁目見守り活動 

・見守り対象者訪問 

3.5.11 
高陽校区 一区見守り活動 

・見守り対象者訪問 

3.5.12 
高陽校区 一区見守り活動 

・見守り対象者訪問 

3.5.14 
高陽校区 一区見守り活動 

・見守り対象者訪問 

3.5.20 
高陽校区 一区見守り活動 

・見守り対象者訪問 

 

④ コミュニティカフェ連携部会 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催できず。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 高陽校区内における相談件数（２２件） 

病気や 

健康等 
住まい 生活困窮 介護 子育て 家族との関係 

０ １ １ ３ ０ ０ 

地域との 

関係 
DV・虐待 

引き 

こもり 

安否 

確認 
その他 

相談内容 

述べ合計 

２ ０ ０ ５ １０ ２２ 



                     

 ２．多機関の協働による包括的支援体制構築事業 

     育児・介護、障がい、貧困さらには育児と介護に同時に直面する家庭など、世

帯全体の複合化・複雑化した課題を包括的に受け止める総合的な相談支援体制づ

くりを推進した。 

（１）配置人数  相談支援包括化推進員 ３名 

 

（２）総合相談 

① 相談方法（初回相談のみ） 

来 所 訪 問 電 話 文 書 アプラ高石 会 議 その他 合 計 

７２ １０３ ７５ ６ ０ ０ １３ ２６９ 

 

    ② 相談者  

本人・家族 福祉施設関係 関係機関 アプラ高石 高石校区 その他 合 計 

１５３ ２１ ２５ ０ ０ ７０ ２６９ 

 

    ③ 相談内容 

病気や健康等 住まい 収入・生活費 家賃等の支払い 債 務 

６１ １１ ４８ １５ ２ 

就 労 仕事上の不安・ﾄﾗﾌﾞﾙ 地域との関係 家族との関係 子育て 

１４ １ １６ ２４ ０ 

介 護 引きこもり・不登校 ＤＶ・虐待 その他 合 計 

７３ ８ １８ １６３ ４５４ 

 

④ 世帯構成 

一般 独 居 ひとり親 ダブルケア ８０５０ 障がい＋高齢 

１０６ ９４ 1 ０ １７ ２ 

その他（不明）     合 計 

４９     ２６９ 

 

    ⑤ 世帯構成年齢 

0～18歳 19～39歳 40～64歳 65歳以上 不 明 合 計 

３ １３ ４１ １５６ ９２ ３０５ 

   



                     

⑥ 連携支援先 
市生活保護 

担当部署 

市子ども 

担当部署 

市高齢 

担当部署 

市保険・年金 

担当部署 

その他市 

担当部署 

１２ ２ １７ １ ２２ 

児童相談所 
消費生活 

センター 
医療機関 

自立相談 

支援機関 

地域包括支援 

センター 

１ １ ２０ ２９ ２２３ 

ケアマネ・ 

介護事業所 

保健所・ 

保健センター 

引きこもり支援

センター 

障がい者支援 

機関 
学校・教育機関 

２７ ５ ０ ２５ ３ 

警  察 社会福祉協議会 
ＮＰＯ・ボラン

ティア団体 

電気・水道等 

生活関連機関 

商店街・商工会

等経済団体 

１７ ７０ １ ２ ４ 

不動産会社 一般企業 
民生委員・福祉

委員・自治会等 
その他 合 計 

０ ３ １７ １９ ５２１ 

 

(４) 多機関協働地域包括ケア会議 

       市各課と社会福祉協議会関係機関が一同に集い、困難事例等に関するケー

ス検討や情報共有、支援プランづくりを行った。 
 

開催日 内     容 

3.4.27 
第１回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（１件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

3.5.31 
第２回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（２件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

3.6.29 
第３回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（２件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

3.7.29 
第４回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（２件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

3.8.31 
第５回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（１件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

3.9.30 
第６回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（１件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 



                     

開催日 内     容 

3.10.28 
第７回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（１件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

3.11.30 
第８回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（１件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

3.12.27 
第９回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（１件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

4.1.31 
第１０回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（３件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

4.2.28 
第１１回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（１件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

4.3.31 
第１２回多機関協働地域包括ケア会議 

・新規ケース検討（１件）・支援プラン作成数・継続ケース検討 

 

 

その他 

１．高石市孤立ゼロプロジェクト事業 

 高石市在住で、行政・教育機関・福祉団体等に関わりのない世帯を中心に、直接 

訪問調査を実施し、暮らしについての不安や困りごと、その他の日常生活の状況を 

把握することにより、これからの地域福祉のあり方や地域で支え合う仕組みづくり 

の実現に向けた『伴走型（寄り添い）支援づくり』を行った。 

 

（１）事業内容 

校区福祉委員や民生委員、自治会、シニアクラブ、婦人団体、ボランティア 

団体などの地域支援者と、福祉専門職などが訪問サポーター（訪問調査協力員） 

となっていただき、令和３年度中に対象全世帯を集中的に、生活実態調査 

（訪問調査）を行う。その結果、支援が必要と判断される場合は、支援調整会 

議を行い、適切な支援提供につなげた。 
    

（２）調査期間：令和３年８月～令和４年３月 

 

① 訪問サポーター登録者数 

地 域 福祉専門職 合 計 

２１１名 ８３名 ２９４名 



                     

② 調査件数 

 

③ 不在(拒否)時アンケート回収率 

校  区 対象数 対 面   拒 否 
不在 

※ポスティング 相談数 

高陽校区 ２,３７２ ８７３ ２２３ １,４９９ ３５ 

高石校区 ２,５４９ ２６４ ９０ ２,２８５ ２７ 

羽衣校区 １,７１３ ６０２ １７２ １,１１１ ２１ 

清高校区 １,８５６ １１１ １５ １,７４５ １６ 

加茂校区 １,０１７ ６４ ２ ９５３ ７ 

東羽衣校区 ２,２３３   ２,２３３ １３ 

取石校区 ２,６２３ ５６３ １４０ ２,０６０ ３１ 

校区不明 
（二次元コード回答者） 

    
 

４ 

合  計 １４,３６３ ２,４７７ ６４２ １１,８８６ １５４ 

※新型コロナウイルス感染症まん延防止等重点措置により、調査方法を対面調査から 

アンケートポスティングに変更している校区あり。 

 

 

 

校  区  投函数 回答数 回収率 

高陽校区 １,５４４ ３２１ ２０.７％ 

高石校区 ２,４４８ ５６８ ２３.２％ 

羽衣校区 １,３１７ ３２０ ２４.３％ 

清高校区 １,８１３ ３６７ ２０.２％ 

加茂校区 ９１９ ２０６ ２２.４％ 

東羽衣校区 ２,２８０ ６０６ ２６.６％ 

取石校区 ２,１２７ ４０６ １９.０％ 

校区不明 
（二次元コード回答者） 

 １７１  

合  計 １２,４４８ ２,９６５ ２３.８％ 



                     

 

④ 課題分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

⑤ 調査結果 

・ 地域、福祉専門職、社協の
．．．．．．．．．．．．

３
．
者が一体
．．．．

となり訪問調査活動を行ったことにより、“顔

の見える関係”を築くことができた。 

・ アウトリーチ活動によりひきこもり事案、家族等が相談するきっかけにつながった。 

・ 不在（拒否）時の投函用アンケートについては、約２割の方から回収ができ、支援

につながったケースがあった。 

また、全世帯（２６,０００世帯）に、相談窓口の案内チラシを配布したことで、

対象世帯以外の方も、相談に来所されたり、電話相談があったり、相談するきっか

けづくりにつながった。 

 

⑥ 課 題 

・ 不在（拒否）宅の継続的フォローや、支援活動について 

・ 助けを求めない世帯等への把握・アプローチについて 

・ 就労世帯とのつながり方法について 

・ 周囲が気になっているが支援につながっていない世帯への介入について 

 

 

 

 

 

 

   

 

課題発見 

154件 

 

対象世帯

14,363 件 

高齢福祉分野 

46件 
生活困窮 
分野 

19件 

精神・発達

障がい分野 
8件 

異臭・ゴミ

屋敷 
7 件 

近所 

トラブル 
６件 

就労支援

分野 
6件 

身体障がい

分野 

3 件 

引きこもり
分野 

5 件 

権利擁護 

分野 

3 件 

相続分野 

2 件 

子育て分野 

2 件 

ＤＶ被害 
1件 

なんでも相談 
（新型コロナの相談等） 

46件 



                     

⑦ 支援ケース事例 
 

 ケース 1 

主  訴 背  景 支援経過 

新型コロナウイル

スの影響で失業し、

再就職をしたい。 

（60代男性、ひとり

暮らし） 

年金で生活しているが、自身の健康

のため週３回アルバイトを続けてい

た。新型コロナの影響で解雇されるこ

とになったが、また働きたいと考えて

いたところ、孤立ゼロの不在時アンケ

ートをきっかけに来所される。 

アンケートを持参し、窓口で

記入される。後日、本人再来所

し、主訴を把握。 

就労支援員につなぎ、正社員採

用が決まる。 

 

 

 
 

 

 

    

       

  

   

  

  

 

    

       
 

 

 ケース２ 

主  訴 背  景 支援経過 

難病と新型コロナウ

イルスの影響で、自営

していた飲食店を閉店

中。予約がある時のみ

開けている。今後の生

活全般について相談し

たい。 

（40代男性、ひとり

暮らし） 

2015年頃から走れなくなる等あった

が、2021年大学病院で 2回の検査入院

を経て脊髄性筋萎縮症と診断される。自

営の飲食店も新型コロナの影響で閉店

中。再開するにも身体状況のこともあ

り、生計が立てられず不安である。離婚

後に単身となり相談できるところがなか

った。 

孤立ゼロで訪問をした際

に対面にて相談したいと回

答。 

新型コロナ特例貸付の申請

と障がい福祉サービスの利

用に向け調整。計画相談支援

員を調整し、ヘルパーの利用

を開始。公的なサービス外の

部分は「まちの便利屋さん」

を登録。障がい区分認定を受

ける。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

   

 
 

 
  

 
 

 

  
 

   
 

 

      
 

 

    
 

   

        
 

 

本人 訪問サポーター 

地域包括支援センター 市：就労支援員 

再就職先 

計画相談支援員 

ヘルパー 

本人 訪問サポーター 

基幹相談支援センター 
市：高齢・障がい福祉課 

ご近所さん 

まちの便利屋さん 

大阪府社協 

新型コロナ

特例貸付 


	新しいしおり

